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交通ルールとマナーを守りましょう 
春の交通安全運動「つがる市民交通事故防止総決起大会」 
【関連6ページ】 
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つがる市森田町床舞稚桜4－1 
電　　話：26－4477 
営業時間：午前9時～午後6時 
休 業 日：年末年始、冬期間不定休業 
 

つがる市柏下古川花崎112－2 
電　　話：25－2526 
営業時間：午前8時～午後5時 
休 業 日：年末年始 

つがる市豊富町屏風山1－273 
電　　話：69－5215 
営業時間：午前9時～午後6時（冬期間は午後5時30分） 
休 業 日：月曜日（祝日の場合は翌日休業） 

　施設外観　　店内　　パワ
ーがつく「にんにくのうま煮」（1
個600円）　　曜日限定品の「ア
ップルパイ」（1個200円） 

　施設外観　　店内　　のどごしさっぱり
のしそジュース「紫のしずく」（1本630円）
　1日300個も売れるしとぎ餅（1個100円） 

　施設外観　　店内　　新商品のメロン、零余子（むかご）、
牛蒡でつくった「羊かん」（6個入390円）　食物繊維たっぷ
りの牛蒡でつくった「かりんとう」（1袋330円） 
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道
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駅
も
り
た
「
お
ら
ほ
の
め
へ
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地産地消で食文化を継承 
　
つ
が
る
市
で
は
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
を
目
指
す
た
め
、
米
・
り

ん
ご
・
ス
イ
カ
・
長
い
も
・
ね
ぎ
・
ご
ぼ
う
・
ト
マ
ト
・
メ
ロ
ン
の
８
品
目

を
市
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
農
産
物
と
し
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
６
ヶ
所
の
産

地
直
売
所
が
あ
り
、
農
家
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た
野
菜
や
果
物
、
加
工
品
等

を
販
売
し
加
工
品
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
食
の
安
全
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
食
育
・
地
産
地
消
を
推
進
す
る
た

め
に
２
回
に
わ
た
っ
て
市
内
の
産
地
直
売
所
を
紹
介
し
ま
す
。 

 市
内
の
産
地
直
売
所
を
訪
問
① 
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つがる市柏特産品直売所 つがる市柏特産品直売所 

むらおこし拠点館フラット むらおこし拠点館フラット 

広報つがる 2008.5月号 2



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い 

住
宅
用
火
災
警
報
器 

　
近
年
、
建
物
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
が
急
増

し
て
い
る
中
、
消
防
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

つ
が
る
市
火
災
予
防
条
例
が
改
正
さ
れ
、
皆

さ
ん
の
住
宅
（
戸
建
、
併
用
、
共
同
住
宅

等
）
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
を
設
置
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
義
務
付
け

る
場
所
は
「
寝
室
」
、
設
置
の
義
務
で
は
な

い
が
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
場
所
は「
台

所
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
条
件

に
よ
っ
て
「
階
段
」
や
「
廊
下
」
に
設
置
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

※
ア
パ
ー
ト
等
で
消
防
法
に
よ
り
自
動
火
災

警
報
設
備
が
基
準
ど
お
り
設
置
さ
れ
て
い
る

部
分
は
除
き
ま
す
。 

  

　
火
災
の
発
生
を
警
報
音
又
は
音
声
で
知
ら

せ
て
く
れ
る
機
器
で
、
煙
を
感
知
す
る
煙
式

と
、
熱
を
感
知
す
る
熱
式
が
あ
り
ま
す
。 

　
火
災
を
よ
り
早
く
感
知
す
る
た
め
に
は
、

煙
式
を
設
置
し
、
台
所
な
ど
火
災
以
外
の
煙

を
感
知
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
所
は
、
熱
式
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。 

   

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
義
務
化
を

理
由
に
不
適
正
な
価
格
（
市
場
価
格
を
超
え

る
高
額
な
価
格
）
に
よ
る
販
売
を
行
う
業
者

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
※
火

災
警
報
器
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
対
象
）
ま
た
、
日
本
消
防

検
定
協
会
の
鑑
定
品
に
は「
鑑

定
マ
ー
ク
」が
つ
い
て
い
ま
す

の
で
、
購
入
時
の
目
安
と
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

　
車
力
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
旧
車

力
保
育
所
内
に
４
月
１
日
か
ら
設
置
さ
れ
、

地
域
と
関
連
性
を
持
ち
な
が
ら
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
を
願
い
、
未
就
学
の
乳
幼
児
と

保
護
者
を
対
象
に
育
児
の
不
安
、
相
談
、
支

援
等
を
行
い
ま
す
。 

　
市
内
に
居
住
す
る
未
就
学
の
乳
幼
児
と
保

護
者
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き

ま
す
が
、
年
間
子
ど
も
１
人
に
つ
き
５
０
０

円
の
費
用
（
保
険
料
）
が
か
か
り
ま
す
。 

　
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
主
な
活
動
内
容
】 

●
子
育
て
サ
ロ
ン 

　
子
ど
も
の
遊
び
場
や
お
母
さ
ん
た
ち
の
交
流

の
場
と
し
情
報
交
換
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。 

月
曜
日
〜
土
曜
日
▽
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時 

 

●
わ
く
わ
く
デ
ー 

　
季
節
の
行
事
、
公
園
め
ぐ
り
等
親
子
で
い
ろ

ん
な
体
験
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
　
毎
月
１
回 

 

●
す
く
す
く
デ
ー 

　
子
ど
も
の
成
長
を
記
録
す
る
た
め
、
身
長
、

体
重
を
計
測
し
ま
す
。
　
　
　
　
毎
月
１
回 

 

●
め
ご
っ
こ
ク
ラ
ブ 

　
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
親
子
で
の
物
づ
く
り
、

ふ
れ
あ
い
遊
び
等
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。 

毎
月
１
回 

 

●
育
児
相
談 

　
育
児
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
、
一
緒
に
考

え
ま
し
ょ
う
。
電
話
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。 

月
曜
日
〜
土
曜
日
▽
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

●
子
育
て
講
座 

　
子
育
て
に
関
す
る
勉
強
会
を
行
い
ま
す
。 

年
間
５
回 

※
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す
。 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

車
力
地
域
子
育
て
セ
ン
タ
ー
（
旧
車
力
保
育
所
） 

　
　
　
　
　
　
　  

電
話
５６
・
２
１
０
６ 

 

住
宅
用
火
災
警
報
器 
5
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要 

車
力
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設 
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　4月1日、小寺ちせさん（富萢町屏風山）がめで
たく満100歳の誕生日を迎えられ、長寿を祝いま
した。ちせさんは明治41年4月1日生まれで旧稲垣
村下繁田出身。若い頃から農業を手伝い裁縫が得
意なちせさんは、夫の竹松さんとは死別していま
すが子供5人、孫13人、ひ孫22人、玄孫2人に恵
まれ、現在は二男の平内さん夫婦と3人で暮らし
ています。 
　自宅を訪れた福島市長は顕彰状、花束と祝金を
贈呈し「健康には気をつけて105歳、110歳と長
生きしてください」とお祝いの言葉を述べると、
ちせさんは「はい、はい」とうなずき「ありがと
うございます」と笑顔をみせていました。 
　ちせさんはプリンが大好物で毎日欠かさず1個
食べるのが日課だそうです。 

健康長寿満100歳おめでとう 

県内初の消防ポンプ自動車 
　　　  （ＣＤ－Ⅱ型）を購入 

　4月7日、市は3月31日で廃止路線となった弘
南バスの2路線（「富萢・中里線」、「稲垣・
牛潟線」）の代替措置として乗合タクシーの運
行を開始しました。乗合タクシーは車力地区の
タクシー会社2社に業務委託し、牛潟町の山陰
バス停前から中里高校前までの約15キロを運行
します。主に中里高校に通学する高校生の足と
なりますが、市民も乗車することができ、料金
は初乗り100円、最高でも400円という料金で
バスの回数券を利用した場合より割安に設定さ
れています。 
　市としては1年間実証実験として運行し、利
用状況や経費との兼ね合いを考慮しながら、市
民にとって便利な交通手段を検討していきます。 

弘南バス路線廃止による 
　　　 乗合タクシーを運行 

長寿を祝う家族に囲まれて記念写真に納まる小寺さん 

　つがる市消防本部は、県内14消防本部で初とな
る消防ポンプ自動車（CD－Ⅱ型）を購入しました。
　このCD－Ⅱ型はCAFSシステム（圧縮空気泡
消火装置）が備えられていて従来の7～8倍の消化
能力があり、延焼防止や火勢鎮圧に大きな効果を
発揮できます。 
　また、使用する水量は従来の17分の1で済み、
ホースの中を高圧の泡が走ることから放水反力が
非常に少なく、1人放水も可能と言われています。 
　出動しないことに越したことはないですが、万
が一の事態には被害を最小限に食い止めてくれる
ことでしょう。【車両価格　35,857,500円】 

県内初となる4トン級の消防ポンプ自動車（CD－Ⅱ型） 

山陰バス停前から出発する乗合タクシー 
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　教育委員の任期満了に伴い、新たに成田悦雄さん（富萢町去
来見）が就任しました。 
　成田さんは、旧車力村産業振興課長、総務課長、収入役、つ
がる市行政改革推進委員会会長を歴任し、「今後は、学校教育、
社会教育等の分野で教育力向上のためにがんばります」と述べ
ていました。 

任期【平成20年3月31日～平成24年3月30日】 

教育委員に成田悦雄氏 

成
田  

悦
雄 

氏 

車
力
分
署
か
ら
の
通
信
シ
ス
テ
ム
を
受
信 

す
る
消
防
署
通
信
指
令
室
の
シ
ス
テ
ム 

障害者の就業支援 
　　　　　【西北五地域に初】 
　森田町にある社会福祉法人「健誠会」が国と県か
らの指定をうけ平成20年4月から障害者就業・生活
支援センター月見野（木村博行所長）を開設しました。 
　同センターの開設は、弘前市、青森市、八戸市に
続き4番目となり西北五地域では初の開設で、活動
地域としては西北五地域障害保健福祉圏域に属する
つがる市、五所川原市、鰺ヶ沢町、深浦町、鶴田町、
中泊町の2市4町です。 
　就業を希望する障害者を対象に就業基礎訓練、職
場見学、実習、就業後の生活支援等を行っていきま
す。また、ハローワーク、障害者職業センター、行
政等とネットワーク体制が出来ているため福祉サー
ビスの利用手続きの相談にも応じることができます。
相談は無料ですのでお気軽にご相談ください。 

■障害者就業・生活支援センター月見野 
つがる市森田町月見野473－2 
運営時間／平日午前8時30分～午後5時15分 
　　　　 （土、日、祝日も相談できます）　 
TEL：0173－26－4242　　FAX：0173－26－4243 
E-mail：shien@kensei-yume.jp

　つがる市消防署車力分署に火災、救急、交通事故等が同時
に発生し分署内の職員が全員出動して不在となった場合、か
け込み通報者の救急車出動依頼に対応するため、「通報者用
カメラ通信システム」が導入されました。 
　このシステムは、車力分署の車庫内に設置されておりカメ
ラ、モニター、電話機を通してつがる市消防署通信指令室と
お互いの顔を見ながら受け答えが出来るため、救急車到着ま
での間に適切な指示を出したり、救急車に正確な情報を送る
ことが出来ます。 

通報者用カメラ通信システムを導入 

車力分署車庫内に設置されている 
通報者用カメラ通信システム 
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　4月10日、メロン・すいかの健苗育成と良質苗生産技術の向
上を図るため、育苗ハウス巡回指導が行われました。 
　西北地域県民局普及指導室の小枝秀主査は「3月の気温が高
かったため苗の生育は順調で定植が早まると思います。霜害
には注意するよう呼び掛けてください」と関係者に指導のア
ドバイスをし、関係者ら21人が5班編制に分かれ17集落212戸
の巡回指導に出発。巡回した担当者は農家のハウスに入り、
苗の水管理や土の乾き具合等を確認して指導していました。 

良質な苗を育てよう メロン・すいか育苗巡回指導 

　4月8日、松の館で春の全国交通安全運動に伴う「つがる市
民交通事故防止総決起大会」が行われ、市民ら約250人が参加
しました。中山署長は「交通弱者を事故から守るためには、
地域の皆さんがリーダーとなって協力することが大切です」
とあいさつし、館岡子供交通指導隊と柴田子供交通指導隊が
交通安全誓いのことばを発表しました。 
　また、アトラクションでは青森県警察音楽隊による演奏が
行われ、カラーガード隊が登場するなど盛り上がっていました。 
 

春の全国交通安全運動 交通事故防止総決起大会 

　3月23日、箱田住宅工業（柏桑野木田）が地域貢献と環
境美化を目的に従業員約30人で春のごみ拾い奉仕活動を
行いました。 
　ごみ拾いを行った場所は、イオンモールつがる柏店周辺
から五所川原大橋までの約1キロの範囲で、約2時間かけ
て空き缶や紙くず等軽トラック1台分のごみを拾い集めま
した。 

地域貢献と環境美化を推進 ごみ拾い奉仕活動 

　4月9日、松の館で東奥日報社と東奥日報つがる市内販売店
会の主催による「脳を元気にする東奥日報音読教室」が行われ、
市民ら24人が参加しました。教室は脳研究の第一人者である
川島隆太東北大学教授の推奨を得て開催しており、中野正明
さんと花岡トキさんがトレーナー役を務め、音読の指導を行
いました。中野さんは「音読は、文章を理解できなくてもい
いので早く読み、食後に行うと効果があります」と話してい
ました。教室は9月まで月2回開催されます。 
 

音読で脳を活性化 東奥日報音読教室 

　4月7日、市交通安全母の会連合会（会長花岡トキ）が
向陽小学校の入学式において新1年生54人に黄色安全帽子
とランドセルカバーを贈呈しました。 
　母の会では交通安全事業の一環として、毎年市内の新入
学児童へ贈呈しており、向陽小学校を訪れた花岡会長は「地
域、学校、母の会が協力して子どもたちを交通事故から守
りましょう」と述べていました。 

黄色安全帽子を贈呈 市交通安全母の会 

まちの 題 まちの 題 話 
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　4月18日、木造、森田、車力地区の森林に携わる関係者
らが山火事防止宣言パレードを行いました。 
　広報車等によるパレードは、山火事防止運動月間に伴い
開催され、市役所前を出発して森田地区から車力地区まで
の屏風山周辺集落を巡回し、「空気が乾燥している時期は、
農作業や山菜取りなどでの火の取り扱いには十分注意して
ください」と市民に呼び掛けていました。 
 

　4月14日、松の館駐車場で春の火災予防運動（14日～20日）
のパレード出発式が行われ、消防団員ら関係者約80人が参加
しました。出発式で福島市長は「最近、林野火災やその他火
災の発生が多発しています。市民の防火に対する関心を高め
させ消防団員、関係者が一丸となって火災予防に取り組んで
ください」とあいさつしました。 
　式終了後は、消防ポンプ車25台が出動し「防火対策は万全
ですか」と呼び掛けながら市内をパレードしました。 
 

火は見てる あなたが離れる その時を！ 春の火災予防運動 

　4月14日、交通安全協会車力支部が交通死亡事故皆無1000
日を達成し、つがる警察署で表彰式が行われました。表彰式
では、桜庭修安全協会長が松橋孝一車力支部長に表彰状と記
念品を手渡し、松橋支部長は「地域住民と協力しながら1500日、
2000日を目標にがんばります」と抱負を述べました。車力地
区では、平成17年7月15日に高山稲荷神社付近の県道交差点で、
RV車と軽自動車との出会い頭の衝突事故で2人が死亡して以
来の1000日達成となります。 
 

交通死亡事故皆無1000日達成 交通安全協会車力支部 

　4月18日、イオンモールつがる柏店で青森県山火事防止
対策協議会の西北支部が山火事に対する関心を高め、緑化
意識を普及しようと苗木の無償配布を行いました。 
　無償配布された苗木は、ヤマツバキ、ヤマアジサイ、ク
サボケの3種類300本で、訪れた市民らは苗木を受け取り
緑化推進のためにと緑の募金に協力をしていました。 

苗木の無償配布 緑化意識の普及を図る 

　4月10日、蛯名直照さん（東北町出身）が市教育委員会を訪
れ、自ら作詞・作曲したCD21枚を寄贈しました。 
　寄贈したCDのタイトルは「希望の鏡」、蛯名さんの母親が
再発したガンと闘いながら前向きな姿勢を失わなかった姿を
曲にしたもので、蛯名さんは「子供たちにも聞いてもらい、
苦難を乗り越えて前向きに生きる気持ちを培ってほしい」と
話していました。小林教育長は「子供たちの教育のために活
用させていただきます」とお礼を述べていました。 

児童、生徒を励ましたい ＣＤを制作し寄贈 

山火事防止 パレードで呼び掛け 
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お知らせ  お 知らせ  お 知らせ  
       

〈
木
造
会
場
〉 

日
時
・
場
所
　 

●
５
月
１９
日
（
月
）
午
前
１０
時
〜 

　
午
後
２
時
▽
市
役
所
２
階
相
談
室 

　
５
月
２０
日（
火
）〜
２３
日（
金
）の

午
前
１０
時
〜
正
午
ま
で
は
次
の

と
お
り
。 

　
２０
日
（
火
）
川
除
老
人
憩
い
の

家
／
２１
日
（
水
）
柴
田
老
人
憩

い
の
家
／
２２
日
（
木
）
館
岡
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
／

２３
日
（
金
）
越
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
消
防
セ
ン
タ
ー 

※
２０
日
（
火
）
〜
２３
日
（
金
）
の

午
後
は
市
役
所
２
階
相
談
室
で

開
催
し
ま
す
。 

●
６
月
１３
日（
金
）午
前
１０
時
〜
午

後
２
時
▽
市
役
所
２
階
相
談
室 

　
行
政
相
談
委
員
　
工
藤
義
則
氏 

　
　
木
造
若
緑
５
の
７ 

電
話
４２
・
5
5
6
8 

〈
森
田
会
場
〉 

日
時
・
場
所 

●
６
月
１３
日
（
金
）
午
前
１０
時
〜

正
午
▽
森
田
公
民
館 

　
行
政
相
談
委
員
　
佐
藤
朋
子
氏 

　
　
森
田
町
床
舞
豊
原
８４
の
２ 

電
話
２６
・
2
3
7
0
 

 

〈
稲
垣
会
場
〉 

日
時
・
場
所 

●
６
月
１８
日
（
水
）
午
前
１０
時
〜

午
後
３
時
▽
稲
垣
公
民
館 

　
行
政
相
談
委
員
　
藤
田
明
夫
氏 

　
　
稲
垣
町
豊
川
酒
田
２７ 

電
話
４６
・
3
8
6
0 

〈
車
力
会
場
〉 

日
時
・
場
所 

　
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
に
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、事
前
に
電
話

で
確
認
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
午
前
１０
時
〜
正
午
、
午
後
２
時

〜
４
時
▽
む
ら
お
こ
し
拠
点
館

フ
ラ
ッ
ト
電
話
６９
・
５
２
１
５ 

　
行
政
相
談
委
員
　
鳴
海
　
久
氏 

　
　
牛
潟
町
柏
山
３
の
１ 

電
話
５６
・
3
5
1
4 

   

　
家
庭
内
の
問
題
、
子
ど
も
の
い

じ
め
や
虐
待
、
隣
近
所
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ

ま
す
。 

　
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
、

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

日
時
・
場
所 

〈
木
造
会
場
〉 

●
６
月
１０
日
（
火
）
松
の
館 

〈
森
田
会
場
〉 

●
６
月
４
日
（
水
）
森
田
公
民
館 

〈
稲
垣
会
場
〉 

●
５
月
２８
日
（
水
）
、
６
月
１８
日

（
水
）
稲
垣
公
民
館 

〈
車
力
会
場
〉 

●
６
月
６
日
（
金
）
車
力
ふ
れ
あ

い
会
館   

※
開
催
時
間
は
４
会
場

と
も
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
で
す
。 

   

　
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
趣
味
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。 

教
室
名 

・
生
け
花
（
毎
月
第
３
水
曜
日 

　
午
前
１０
時
〜
正
午
） 

・
着
物
の
着
付
け
（
毎
月
第
１
・

３
木
曜
日
）
午
前
１０
時
〜
正
午 

・
陶
芸
（
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
） 

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
３０
分 

・
書
道
（
毎
月
第
１
・
３
月
曜
日
） 

　
午
前
１０
時
〜
正
午 

実
施
場
所
／
木
造
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
　 

申
込
方
法
／
各
講
座
開
催
日
に
参

加
し
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
都
合
に
よ
り
日
程
を
変
更
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。 

     

日
時
・
場
所 

●
６
月
１
日
（
日
）
午
前
１０
時
〜 

　
午
後
４
時
▽
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ

が
る
柏
店
東
正
面
入
口 

●
６
月
６
日
（
金
）
午
前
１０
時
〜 

正
午
▽
市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー
前

／
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
▽
つ
が

る
市
消
防
署 

     

　
農
業
委
員
会
で
は
農
家
相
談
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
農
地
の
売
買
、

賃
貸
借
等
相
談
し
た
い
方
は
、
お

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

日
時
・
場
所 

●
５
月
２２
日（
木
） 

午
前
９
時
３０
分

〜
正
午
▽
稲
垣
支
所
／
午
後
１
時

３０
分
〜
４
時
▽
車
力
支
所 

   

　
　 

  

　
農
業
者
年
金
現
況
届
は
、
６
月

１
日
か
ら
６
月
３０
日
ま
で
に
、
農

業
委
員
会
（
柏
支
所
内
）
に
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。 

　
な
お
、
都
合
に
よ
り
農
業
委
員

会
（
柏
支
所
内
）
ま
で
お
越
し
出

来
な
い
方
は
、
左
記
の
日
程
で
現

況
届
の
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

日
時
・
場
所 

●
６
月
２
日（
月
）、９
日（
月
） 

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
▽ 

　
稲
垣
支
所
・
車
力
支
所 

●
６
月
３
日（
火
）、１０
日（
火
） 

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
▽ 

　
つ
が
る
市
役
所（
一
階
ロ
ビ
ー
）・ 

　
森
田
支
所 

※
現
況
届
の
用
紙
に
未
記
入
や
鉛

筆
で
記
入
し
て
く
る
方
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
用
紙
に
は

必
ず
ボ
ー
ル
ペ
ン
等
で
住
所
・
氏

名
等
を
記
入
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。 

     

　
下
水
道
に
加
入
さ
れ
て
な
い
方

は
、
ぜ
ひ
加
入
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
水
洗
化
工
事
を
行
う
方

へ
の
融
資
斡
旋
も
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

〈
融
資
斡
旋
制
度
〉 

・
融
資
限
度
額 

６０
万
円
以
内 

・
融
資
期
限 

５
年（
６０
カ
月
） 

以
内 

・
利
息
は
市
が
補
給
し
ま
す 

・
供
用
開
始
か
ら
５
年
以
内
に
工

事
を
実
施
し
た
方
が
対
象 

      

　
市
で
は
、
公
共
下
水
道
認
可
区

域
外
及
び
農
業
集
落
排
水
実
施
区

域
外
に
お
い
て
、
既
設
単
独
浄
化

申 
・ 
問 

下
水
道
課
　
管
理
係 

電
話
４２
・
2
5
9
3

行

政

相

談
 

人

権

擁

護

相

談
 

6
月
の
献
血 

趣
味
講
座
の
開
催 

農  

家  

相  

談 

下
水
道
加
入
へ
の
お
願
い 

農
業
者
年
金
受
給
者
の 

現
況
届
に
つ
い
て 

合
併
浄
化
槽
の
費
用
の 

補
助
に
つ
い
て 

問 
介
護
課
　
高
齢
福
祉
係 

電
話
４２
・
2
0
4
2

問 
健
康
推
進
課
　
健
康
管
理
係 

電
話
４２
・
2
0
4
4

問 
つ
が
る
市
農
業
委
員
会
事
務
局 

（
柏
支
所
内
）
電
話
２５
・
3
8
2
0

問 
つ
が
る
市
農
業
委
員
会
事
務
局 

（
柏
支
所
内
）
電
話
２５
・
3
8
2
0

【
お
知
ら
せ
の
見
方
】 

申 
申
し
込
み 

問 
問
い
合
わ
せ 

ホ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

ｅ 
ｅ
メ
ー
ル 

申 
・ 
問 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 
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槽
又
は
既
設
汲
み
取
り
便
所
か
ら

合
併
浄
化
槽
へ
設
置
換
え
を
行
う

方
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。 

　
合
併
浄
化
槽
は
、
し
尿
と
生
活

排
水
（
台
所
・
風
呂
・
洗
濯
な
ど

の
雑
排
水
）
を
併
せ
て
処
理
す
る

た
め
の
設
備
で
す
。 

 

〈
補
助
金
の
対
象
と
な
る
建
物
〉 

　
専
用
住
宅
（
主
に
住
居
の
用
に

供
す
る
建
物
で
、
店
舗
等
の
床
面

積
が
総
床
面
積
の
二
分
の
一
未
満

で
あ
る
併
用
住
宅
を
含
む
建
物
） 

　
※
専
用
住
宅
を
新
た
に
建
設
し
、

合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
に
つ

い
て
は
、
対
象
外
で
す
。
　 

〈
補
助
金
の
対
象
区
域
〉 

　
つ
が
る
市
全
域
で
、
公
共
下
水
道

認
可
区
域
外
及
び
農
業
集
落
排
水
実

施
区
域
外
を
対
象
区
域
と
し
ま
す
。 

〈
補
助
金
の
額
〉 

・
５
　
人
　
槽
１
８
６
，０
０
０
円 

・
６
〜
７
人
槽
２
１
９
，０
０
０
円 

・
８
〜
１０
人
槽
２
７
６
，０
０
０
円 

〈
平
成
２０
年
度
受
付
基
数
〉 

　
概
ね
１０
基
程
度 

　
※
規
定
数
に
な
り
次
第
締
め
切 

　
り
ま
す
。 

      

　
市
で
は
、身
体
障
害
者
等
の
方
々

が
障
害
を
克
服
し
健
全
な
社
会
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
軽

自
動
車
税
を
減
免
す
る
措
置
を
と

っ
て
い
ま
す
。 

 

〈
減
免
対
象
障
害
者
〉 

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
者 

②
戦
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
者 

③
療
育
（
愛
護
）
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
者 

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者 

 

〈
減
免
対
象
と
な
る
軽
自
動
車
〉 

①
身
体
障
害
者
等
、
若
し
く
は
そ

の
者
と
生
計
を
一
に
す
る
者
が

取
得
し
、
所
有
す
る
軽
自
動
車 

②
身
体
障
害
者
等
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
は
、
常
時
介
護
す
る

者
が
取
得
し
、
所
有
す
る
軽
自

動
車 

※
た
だ
し
、
障
害
者
等
１
人
に
つ

き
軽
自
動
車
又
は
自
動
車
１
台

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
障
害
の

程
度
に
よ
っ
て
は
減
免
の
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 〈
減
免
の
手
続
き
〉
持
参
す
る
も
の 

　
障
害
者
手
帳
及
び
運
転
す
る
者

の
免
許
証
（
コ
ピ
ー
可
）
、
印
鑑
、

平
成
２０
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通

知
書
、
申
請
書
（
用
紙
は
税
務
課

に
あ
り
ま
す
）
※
減
免
対
象
と
な

る
軽
自
動
車
②
に
該
当
す
る
者
は
、

軽
自
動
車
税
に
係
る
常
時
介
護
証

明
書
（
福
祉
課
及
び
各
支
所
で
証

明
書
発
行
） 

 

〈
申
請
の
時
期
〉 

　
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
を
受

け
取
っ
て
か
ら
、納
期
限
の
７
日
前

ま
で
。（
平
成
２０
年
５
月
２６
日
ま
で
） 

申
請
は
税
務
課
の
み
と
な
り
ま
す 

※
な
お
、
自
動
車
税
の
減
免
申
請

は
、
西
北
地
域
県
民
局
県
税
部

で
行
っ
て
い
ま
す
。 
      

　
６
月
３
日
（
火
）
か
ら
２９
日

（
日
）
ま
で
定
期
観
光
バ
ス
が
運

行
さ
れ
ま
す
。
（
月
曜
日
運
休
） 

〈
運
行
コ
ー
ス
〉 

・
Ａ
コ
ー
ス
▽
ベ
ン
セ
湿
原
↓
埋

没
林
↓
道
の
駅
も
り
た
↓
つ
が

る
地
球
村
↓
日
本
最
古
の
り
ん

ご
の
樹
等 

・
Ｂ
コ
ー
ス
▽
埋
没
林
↓
ベ
ン
セ

湿
原
↓
高
山
稲
荷
神
社
↓
む
ら

お
こ
し
拠
点
館
フ
ラ
ッ
ト
↓
縄

文
住
居
展
示
資
料
館
等 

〈
定
員
〉 

１
日
１
便
　
先
着
２１
名 

〈
料
金
〉
　   

大
人
　
１
５
０
０
円 

　
　
　
　   

小
人
　
１
０
０
０
円 

（
中
学
生
以
下
） 

※
昼
食
、
施
設
入
館
料
含
み
ま
す 

〈
ツ
ア
ー
当
日
の
時
間
〉 

　
受
付
　
午
前
９
時
３０
分 

　
出
発
　
午
前
１０
時 

　
解
散
　
午
後
３
時 

 

〈
申
込
方
法
〉  

　
運
行
日
の
２
日
前
ま
で
に
左
記

へ
申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。 

    

　 　
皆
様
か
ら
納
入
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
「
し
尿
処
理
手
数
料
」
が
平
成

２０
年
６
月
１
日
か
ら
左
記
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

                 

   

　
つ
が
る
市
と
五
所
川
原
市
が
合

同
で
開
催
し
ま
す
。 

日
時
・
場
所 

●
５
月
２８
日
〜
平
成
２１
年
１
月
２１

日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時

〜
８
時
３０
分
（
８
／
６
、
８
／
１３
、

１２
／
３１
を
除
く
）
▽
五
所
川
原
市

中
央
公
民
館 

内
容
　
手
話
、
講
義
、
交
流
等 

対
象
　
手
話
を
学
び
た
い
方（
難
聴
、

中
途
失
聴
の
聴
覚
障
害
者
可
） 

受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
希
望

者
は
実
費
） 

     

日
時
・
場
所 

●
５
月
２８
日
（
水
）
午
前
１０
時
〜

午
後
３
時
▽
五
所
川
原
商
工
会
館 

※
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す 

・
代
理
の
方
が
相
談
さ
れ
る
場
合

は
、
委
任
状
、
身
分
証
書
（
運
転

免
許
証
、
保
険
証
等
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。 

 

予
約
先
　
弘
前
社
会
保
険
事
務
所 

電
話
0
1
7
2
・
２７
・
1
3
0
9

定
期
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー
開
始 

 

し
尿
処
理
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す 

 

移
動
年
金
相
談
日
の
開
設 

 

申 
・ 
問 

下
水
道
課
　
管
理
係 

電
話
４２
・
2
5
9
3

申 
・ 
問 

商
工
観
光
課
　
観
光
係 

電
話
４２
・
1
1
1
4

申 
・ 
問 

福
祉
課
　
障
害
福
祉
係 

電
話
４２
・
2
1
7
5

問 
税
務
課
　
市
民
税
係 

電
話
４２
・
1
1
0
7

問 
西
北
五
環
境
整
備
事
務
組
合 

電
話
３６
・
3
0
0
4

問 
市
民
課
　
国
民
年
金
係 

電
話
４２
・
2
1
6
1

身
体
障
害
者
・
精
神
障
害
者
に
対
す
る 

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て 

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座 

　
　
　
（
入
門
・
基
礎
課
程
） 

※1.8L／日（し尿1人当たりの平均排出量） 
※1.8L／日×365日＝657L／年（し尿1人当たりの年間排出量） 
◎「し尿処理手数料」は、し尿収集運搬業者を通じて組合の一般財 
　源となり、施設の維持管理費に役立てております。 
 

 し尿処理 
手数料 

（1Lあたり）  

※年間 
排出量 

1人当たり 
の負担額 

差額 
（年間） 

現　　行 

平成20年 
6月1日 

平成21年 
4月1日 

 

約37円 

約75円 

約37円 

約74円 

約112円 

657L 

657L 

657L

0.057円 

0.114円 

0.171円 （
市
役
所
　
　

正
面
玄
関
前

） 
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広
報
つ
が
る
３．１
号
ＮＯ 
７４
で
火
災
発

生
時
の
防
災
行
政
用
無
線
に
よ
る
広

報
に
つ
い
て
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ

ず
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
み
で
市
民
へ
お
知

ら
せ
す
る
と
の
掲
載
が
あ
り
ま
し
た

が
、
地
域
住
民
等
の
要
望
に
よ
り
、

5
月
１５
日
か
ら
火
災
発
生
地
区
に
は

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
ア
ナ
ウ
ン
ス

し
、
そ
の
他
の
地
区
は
ア
ナ
ウ
ン
ス

の
み
と
な
り
ま
す
。（
※
木
造
地
区

は
旧
町
の
み
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
ア

ナ
ウ
ン
ス
し
ま
す
） 

      

　
つ
が
る
バ
ラ
愛
好
会
と
木
造
チ
ャ

ー
チ
ル
会
が
主
催
す
る
合
同
展
を

開
催
し
ま
す
の
で
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。 

日
時
・
場
所 

●
６
月
１７
日
（
火
）、
１８
日
（
水
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
１８
日
は

午
後
４
時
ま
で
）
▽
木
造
中
央
公

民
館
　
体
育
館 

※
１７
日
は
記
念
式
典
を
午
後
６
時

か
ら
行
い
ま
す
。 

　
バ
ラ
庭
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、

浅
井
恒
幸
宅（
木
造
曙
）、小
田
原
一

次
宅（
吉
岡
・
下
木
造
）、工
藤
寛
宅

（
柏
広
須
）へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

【
６
月
２０
日
頃
ま
で
】 

      

　
農
家
が
丹
精
込
め
て
栽
培
し
た

野
菜
や
加
工
品
を
揃
え
て
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

日
時
・
場
所 

●
６
月
２
日（
月
）〜
１０
月
３０
日（
木
） 

※
毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日
、午
後

３
時
か
ら（
品
物
が
な
く
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
）▽
つ
が
る
市
商
工
会

館
前
広
場 

〈
販
売
品
目
〉
野
菜
、山
菜
、漬
物
、

豆
腐
、餅
菓
子
、花
等 

       〈
男
子
〉２
等
陸
・
海
・
空
士 

受
付
期
間
▽
随
時
受
付 

応
募
資
格
▽
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満 

試
験
日
▽
６
月
２２
日（
日
）、 

７
月
２７
日（
日
）、８
月
２４
日（
日
） 

試
験
場
所
▽
青
森
駐
屯
基
地 

　
　
　
　（
青
森
市
浪
館
字
近
野
） 

〈
女
子
〉２
等
海
士 

受
付
期
間
▽
５
月
１９
日（
月
）〜 

　
　
　
　
　
６
月
２３
日（
月
） 

応
募
資
格
▽
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満 

試
験
日
▽
６
月
２２
日（
日
） 

　
　
　
　   

８
月
要
員 

試
験
場
所
▽
青
森
駐
屯
基
地 

（
青
森
市
浪
館
字
近
野
）  

【掲載場所】 有 料 広 告：広報つがるの各ページの最下段とします。（１ページ目と最終ページは除く） 
バナー広告：市ホームページ中のトップページ右側下段とします。 

【申込方法】 有料広告は、掲載希望広報紙の発行日１ヵ月前まで、バナー広告は、掲載希望月の前月の初日ま 
でに「つがる市広告等掲載申請書」に記載のうえ、広告原稿を添えて提出してください。 
「つがる市広告等掲載申請書」は市ホームページからダウンロードできます。 
 
※広告の受付は先着順といたします。 
※広告の掲載については、「掲載できない広告基準」を設けております。 
 

有料広告・バナー広告 
　つがる市では、市が保有する財産を有効活用し、自主財源の確保、市民サービスの向上と地域経済の 
活性化を図るため、「広報つがる」への有料広告、「市ホームページ」へのバナー広告を募集します。 

【サイズ・料金等】 

縦5.0ｃｍ×横8.0cm（１色刷り） 
※広告原稿は電子データでの提出としま
すが、電子データ以外の場合は問い合わ
せください 

8以内 １枠当たり 
3,000円 

規　　格 数量（枠） 掲載料（1回） 備　　考 
－有料広告－ 

市内に本社、支店、営業所、店舗、 
事務所等を有する事業者 

5

１枠当たり 
2,000円／月　   
10,000円／6ヵ月 

市外に本社、支店、営業所、店舗、 
事務所等を有する事業者 

１枠当たり 
5,000円／月　   
25,000円／6ヵ月 

事業者の区分 数量（枠） 掲載料 備　　考 
－バナー広告－ 

※広告原稿は電子データでの提出のみ 

【サイズ】 
　縦40ピクセル×横200ピクセル以内 
【ファイル形式】 
　GIF（アニメーションGIF可）、JPEG、 
　PNG形式 
【データ容量】10KB以内 

募集！ 

【申し込み・問い合わせ先】 総務課 文書広報係　電話42－1105

火
災
発
生
時
の
広
報
に
つ
い
て 

木
造
夕
市
の
開
催
に
つ
い
て 
 

自
衛
官
募
集
（
任
期
制
） 

２０
周
年
記
念
「
春
の
バ
ラ
展
・ 

絵
画
展
の
開
催
に
つ
い
て 

問 
つ
が
る
市
消
防
本
部 

電
話
４２
・
2
1
0
5

問 
バ
ラ
愛
好
会
会
長
　
浅
井
恒
幸 

電
話
４２
・
3
4
7
8

問 
木
造
夕
市
の
会
　
会
長 

八
木
橋
リ
ウ
子 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
２６
・
2
6
6
3

　
広
報
つ
が
る
４
月
号
ＮＯ 
７６
3
ペ
ー

ジ
「
平
成
２０
年
度
予
算
に
お
け
る
主

要
事
業
」
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。 

【
福
祉
部
】 

つ
が
る
市
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金 

　
（
誤
）
6
，
1
3
8
万
円 

　
（
正
）
6
，
1
3
8
千
円 

お
詫
び
と
訂
正 

 申 
・ 
問 

自
衛
隊
五
所
川
原
地
域 

事
務
所
　
電
話
３５
・
2
3
0
5
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　粗大ごみの収集を下記の日程で行いますので、当日の朝7時から朝8時30分までに（時間厳守）各地 
区の集積場所へ出してくださるようお願いします。 
 

●自転車　●一輪車　●スノーダンプ　●電子レンジ　●オーブン　●カーペット　●ガスレンジ 
●水槽　●ストーブ（灯油を抜いた物）　●スーツケース　●掃除機　●扇風機　●トタン 
●ベビーカー　●プラスチック製衣装ケース　●クーラーボックス　●ポリタンク　●キャンプ用テント等 

粗大ごみとして出せる物 

●テレビ　●冷蔵庫　●冷凍庫　●洗濯機　●エアコン　●パソコン　●テーブル　●机　●タンス 
●ふすま　●サイドボード　●テレビ台　●ソファー　●椅子　●畳　●テーブル　●ロッカー　●陳列棚 
●看板　●OA機器　●各種業務用資材　●機材　●農業用ビニール、ビニールハウスのパイプ 
●原動機付き草刈り機　●各種農業用資材　●オートバイ　●タイヤ　●バッテリー　●ドラム缶 
●ガスボンベ　●煉瓦　●ブロック　●セメント　●土砂　●コンクリート等のがれき類　●建築廃材 
●スプリング入りのマットレス　●消火器　●石膏ボード　●ボイラー　●耐火金庫　●ピアノ 
●シンナー　●ペンキ　●薬品が付着した物 等 

粗大ごみとして出せない物 

対象地区 時　　間 場　　所 対象地区 時　　間 場　　所 

太田商店前 

高齢者コミュニティセンター前 

高山神社入口停留所前 

旧牛潟公民館前 

平山商店前 

笹田正宅前 

下車力屯所前 

鎌田板金前 

車力屯所前 

工藤商店前（派立） 

8:00～  8:20 

8:25～  8:45 

8:50～  9:05 

9:10～  9:25 

9:30～  9:40 

9:45～  9:55 

10:05～10:20 

10:30～10:45 

10:50～11:10 

11:15～11:30

豊富町 
 

 

富萢町 
 

 

権　現 

深　沢 

清　水 

11:35～11:55 

12:00～12:15 

13:15～13:30 

13:35～13:50 

13:55～14:10 

14:15～14:30 

14:35～14:45 

14:50～15:05 

15:10～15:30 

15:35～15:45

北辰商店前 

豊富コミュニティセンター前 

成田博宅前 

鳴海商店前 

工藤商店前 

三上商店前（山崎） 

小林忠宅前 

深沢地蔵尊前 

松晴商店前 

旧清水分校前 

牛潟町 

下牛潟町 

下車力町 

車力町 

料　金：登録料金（新規のみ）3,000円 
　　　　狂犬病予防注射料金　3,000円 

※年1回の予防注射は法律で義務づけられています。 
　生後91日以上の犬を飼っている飼い主の方は最寄りの場所で 
　狂犬病予防注射を受けさせてください。 

【問い合わせ先】 環境衛生課　環境係　電話42－1110

【出 し 方】 町内名又は地区名、及び世帯主名が分かるように出してください（記載した紙を貼付するか、荷札等 
を結びつけても可）。ごみ袋に入る大きさの不燃物は「燃やせないごみ」の収集日に出してください。 

【集積場所】 最寄りのごみ集積箱 
※集積箱に入らない粗大ごみは、交通の妨げにならないよう集積箱周辺に置いてください。 

収集日：5月20日（火）　対象地域：稲垣町全域 

【問い合わせ先】環境衛生課　生活衛生係　電話42－1110

犬の登録及び狂犬病予防注射日程（車力地区） 

粗大ごみの収集（稲垣地区） 

5月29日（木）と6月25日（水）の2日間 

１１ 広報つがる 2008.5月号 

暮らしの情報 暮らしの情報 



市民の健康意識向上のため、講師を派遣します！ 

20年度ナイターシェイプアップ教室 

【申し込み・問い合わせ先】　健康推進課 保健予防係　電話42－2044

【問い合わせ先】　健康推進課 保健予防係　電話42－2044

【問い合わせ先】健康推進課　保健予防係　電話42－2044

 

　市では市民の健康意識向上と規則正しい生活を過ごしてもらうため、 
研修会等を開催する際に講師を無料で派遣いたします。 

●医師や大学教授等を講師として希望する場合 
 申 し 込 み 条 件  
 
 
テ ー マ  
派 遣 回 数  
応 募 方 法  
応 募 締 め 切 り  
そ の 他  

①営利を目的としない30人以上の市民の集まりであること 
②参加者の概ね半数以上が65歳未満であること 
③平成20年8月から平成21年2月までの期間であること 
生活習慣病・アルコール・タバコ・歯・メタボリック症候群等の健康づくりに関すること 
3回 （派遣回数を超えた申し込みがあった場合は、先着順といたします） 
「申込書」に記入し提出してください　（郵送・FAX可） 
6月13日（金）必着　　結果については、6月中にご連絡いたします。 
講師に関する費用は健康推進課で負担しますが、それ以外の費用が発生する場合は負担
していただきます。また、日程等は相談が必要となります。 

： 
 
 
： 
： 
： 
：
： 

●保健師を講師として希望する場合 
 申 し 込 み 条 件  
テ ー マ  
 
派 遣 回 数  
応 募 方 法  
そ の 他  

営利を目的としない10人以上の市民の集まりであること 
生活習慣病・健康つがる21・アルコール・タバコ・歯・メタボリック症候群・心の健康・運動
等の健康づくりに関すること 
制限はありません 
希望日の2ヶ月前までに、「申込書」に記入し提出してください。（郵送・FAX可） 
会場使用料等が発生する場合は負担していただきます。また、日程等は相談が必要となります。 

： 
： 
 
： 
： 
： 

※「申込書」は健康推進課にありますが、来庁できない場合は郵送又はFAXで送付しますのでご連絡ください。 

※運動しやすい服装でお越しください。　　 

　一人ひとりが体力アップの目標をもち、仕事のストレス解消
や心と体のリフレッシュをしてみませんか。楽しい雰囲気の中
で開催しますので、皆さんの参加をお待ちしております。 

運動を習慣的にしたい方 
木造体育センター（市役所隣） 
午後6時30分から8時15分 
AFAA国際認定エアロビクスインストラクター 成田寿子氏 
１人1回につき300円 
飲料水、大きめのバスタオル 
5月12日・19日・26日、6月9日・16日・23日、7月14日・28日、8月4日・18日・25日、 
9月8日・22日・29日、10月6日・20日・27日、11月10日・17日、12月1日・8日、3月2日・9日 

開 催 日：5月20日（火）　受付午前9時 
集合場所：木造体育センター（市役所隣） 
時　　間：スタート午前9時30分～　教室終了11時30分 
保 険 料：50円（当日、受付で支払ってください） 
　　　　　申し込みは不要です 
距　　離：約7Km

： 
： 
： 
： 
： 
： 
： 

対　象 
場　所 
時　間 
講　師 
参加料 
持参物 
日　程 

ウォーキング教室 

無料 

柴田神社前 
バス停● 

（有）光風 
商会 
● ●屏風山温泉 ●かわぜん 

● 

体育 
センター 

● 

●青森 
　銀行 

●
白
生
会
 

　
　
ク
リ
ニ
ッ
ク

●商工会 

● 
松の館 

市役所 
● 

しゃこちゃん 
温泉 

至穂波小 ●JA木造町 

●水道企業団 ●浦船 
　団地 

● 
成人病 
センター 

スタート・ゴール 
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春の農作業安全運転展開中！ 春の農作業安全運転展開中！ 春の農作業安全運転展開中！ 

　「どんな人が集まっているの？」「話すって何を？」「話したところでどうにもならない！」 
「せっかく忘れようとしているのに！」など、このような思いを抱えてはいないでしょうか。 
事実を受け入れる時間や方法は人それぞれですが、「思いを語る」というのも次へ進むためには 
必要なことです。1人で抱え込まずにご参加ください。 

　市では、森田町大館八重菊地内の森田集落農園内（旧八重菊営林 
署苗畑）にふれあい農園を設置しております。市内外の非農家の方 
で野菜、花き等を自分で作付けする方を募集します。 

利用期間：平成20年5月から平成20年11月末まで 
区画面積：1区画36m2（約11坪）、44区画あります 
利 用 料：1区画につき3,600円　（何区画でも可） 
対 象 者：市内及び市外の非農家の方に限ります 
主な設備：駐車場、貸し農具（クワ、スコップ、ジョーロ）、屋内休憩所 
　　　　 （トイレ、シャワー完備）、広場、給水施設等 
そ の 他：農地は耕起後貸し出しします。また、市外の方（知人、親戚等）で 
　　　　　も借りたい方があればご紹介してください。 
申し込み：5月20日（火）までに印鑑持参のうえ農林水産課までお越しくだ 
　　　　　さい。申込多数の場合は、抽選により利用者を決定します。 
　　　　　初めての方でも栽培方法を指導しますのでお気軽にご相談ください。 

　市では、森田町大館八重菊地内の森田集落農園内（旧八重菊営林 
署苗畑）にふれあい農園を設置しております。市内外の非農家の方 
で野菜、花き等を自分で作付けする方を募集します。 

利用期間：平成20年5月から平成20年11月末まで 
区画面積：1区画36m2（約11坪）、44区画あります 
利 用 料：1区画につき3,600円　（何区画でも可） 
対 象 者：市内及び市外の非農家の方に限ります 
主な設備：駐車場、貸し農具（クワ、スコップ、ジョーロ）、屋内休憩所 
　　　　 （トイレ、シャワー完備）、広場、給水施設等 
そ の 他：農地は耕起後貸し出しします。また、市外の方（知人、親戚等）で 
　　　　　も借りたい方があればご紹介してください。 
申し込み：5月20日（火）までに印鑑持参のうえ農林水産課までお越しくだ 
　　　　　さい。申込多数の場合は、抽選により利用者を決定します。 
　　　　　初めての方でも栽培方法を指導しますのでお気軽にご相談ください。 

日　　時：5月18日（日）　午前10時～正午 
場　　所：木造ふれあいプラザ（JR木造駅隣の三角屋根） 
申し込み：5月15日（木）までに電話で申し込みください。 
　　　　　なお、申し込む際は保健師の小山、兼平、下山をご指名ください。 

【問い合わせ先】　健康推進課 健康管理係　電話42－2044

【申し込み・問い合わせ先】　農林水産課　農政係　電話42－1109

自死で大切な人を亡くした家族の集い（第8回目） 

「ふれあい農園」利用者を募集！ 
－手作りの野菜や花を育てませんか－ 

【問い合わせ先】 
青森地方法務局　五所川原支局 
五所川原市大字唐笠柳字藤巻507の10 
電話　34－2330

ご存じですか？ 
筆界特定制度 

・秘密を守る 
・お互いの悲しさを比べない 
・相手の話に共感して聴く 
・相手を批判しない 
・宗教や政治の思想を 
　押し付けない 
 

　筆界特定制度とは、土地の所有者(登
記名義人等)の申請に基づいて、筆界
特定登記官が、外部専門家である筆
界調査委員の意見を踏まえて、土地
の筆界の現地における位置を特定す
る制度です。 
　筆界特定の申請ができるのは、筆
界の位置が不明、または筆界につい
て隣接地の所有者との間で争いがあ
る場合などで、申請人となれるのは、
その土地を所有する方(登記上の所有者)
となります。 
　申請における経費は、申請の際に
納付する手数料と、筆界を特定する
ために測量する場合の測量経費とな
ります。 
　詳しくは、最寄りの法務局にご相
談ください。 

～農作業6つの誓い～ ～農作業6つの誓い～ 

●慣れた作業は油断厳禁！●疲れたら無理せず休憩！ 
 

1. 高齢者の事故をなくそう 

●基本操作を忘れない！●事故発生第1位トラクター！ 
 

2. 機械の操作ミスをなくそう 

●農作業中のヒヤリ体験を話し合おう！ 

3. 地域みんなで事故をなくそう 

まわりの安全 
を確認する 

安全フレームや 
キャブを装着する 

道路等の走行時は 
ブレーキペダルを 
調整した上で 
連結する 

機械に巻き 
込まれない 
ようキチン 
とした服装 
をする 

シートベルトや 
ヘルメットも 
忘れずに 

ほ場への出入り 
や畦超えは 
慎重に行う 

調整・点検、 
詰まりの除去 
を行うときは 
必ずエンジンを 
止める 

－参加者のルール－ 
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　農地の売買・賃貸借等の権利移動には、農業委員会の許可が必要です。申請する際には、下
記の書類が必要となりますのでお知らせいたします。なお、「貸したい借りたい」「売りたい
買いたい」等で不明な点がございましたらお気軽に農業委員会までお問い合わせください。 
※個々の要件により提出書類が異なる場合もございますので御了承ください。 

【問い合わせ先】つがる市農業委員会事務局（柏支所内）　電話25－3820 
 

※△は、必要に応じて添付が必要です。 
※法人の場合は法人の履歴事項全部証明書、定款又は寄付行為の写し、法人の印鑑証明書、法人の印鑑、 
　組合員名簿・株主名簿又は社員名簿の写し、農業経営状況が必要です。 
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競  公  売 

交換（双方） 

普通贈与 
相続時精算課税制度 

賃 貸 借  

使用貸借 

代理人の場合はすべて 
委任状が必要 

経営移譲 

賃
　
貸
　
借 

新　　規 

更　　新 

移　　転 

使
用
貸
借 

解
　
約 

売 る 人  
買 う 人  
適 格 証 明 書  
3 条 申 請 書  
贈　 る 　人 
受 け る 人  
渡 　 す  
受 け る  
貸 す 人  
借 り る 人  
貸 す 人  
借 り る 人  
所 有 者  
旧 借 人  
新 借 人  
貸 す 人  
借 り る 人  
貸 し て る 人  
借 り て る 人  
貸 し て る 人  
借 り て る 人  
譲 渡 人 ・ 貸 人  
譲 受 人 ・ 借 人  

登記事項証明書に記載されている住所が現住所と 
違う場合は、登記事項証明書に記載されている住 
所から現住所への移動がわかる書類が必要 

△ 
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未 相 続 農 地 は 同 意 書 も 必 要  
共 有 農 地 は 同 意 書 も 必 要  

｝ いずれか 

農地等の権利移動（設定）申請に 
必要な書類について 

 

農地等の権利移動（設定）申請に 
必要な書類について 
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【申し込み・問い合わせ先】つがる市教育委員会 生涯学習課　電話49－1200（内線13） 

郷土の歴史や名所を散策してみませんか？ 
今回はボランティアガイドの山本薫さんがお話してくれます。 
 
 

郷土の歴史や名所を散策してみませんか？ 
今回はボランティアガイドの山本薫さんがお話してくれます。 
 
 

【日　　程】 
8:55 
9:00 
9:30 
10:00 
10:30 
11:20 
12:00 
13:30 
14:00 
14:30 

 

「松の館」集合 
「松の館」出発 
しゃこちゃん広場 
縄文館 
ベンセ湿原 
埋没林（出来島） 
むらおこし拠点館フラット 
日本最古のりんごの樹 
カルコ 
カルコで解散 
 

期　　日：6月28日（土）　　募集人員：20名 

対　　象：つがる市内の小学4年生から6年生 

持 参 物：筆記用具、雨具（雨天時用） 

参 加 費：1人　1,000円（保険、昼食代） 

申込期間：6月9日（月）～6月13日（金） 

申込方法：電話で確認後、生涯学習課（松の館）で用意している 

　　　　　申込用紙に記入・押印の上、参加費を添えてお申し込 

　　　　　みください。（印鑑必要） 

　　　　　※募集人員になり次第、締め切ります。 

期  間：平成20年6月１日～平成21年3月10日まで 
場  所：つがる市木造出来島地内 

【問い合わせ先】発注者：土木課 土木係　電話42－3221 
　　　　　　　　施工者：（株）野呂建設　 電話45－2055

通行止めのお知らせ 
　このたび、市道木造屏風山線（メロン
ロード）の橋梁架替工事を行うため、「南
広森－出来島間」が全面通行止めとな
ります。通勤、観光等で利用されている
方は県道鯵ヶ沢蟹田線方面へ迂回くだ
さるようお願いいたします。 
　また、周辺住民や道路利用者にはご
迷惑やご不便をおかけしますが、ご協力
くださるようお願いいたします。 

CIR Column国際交流員国際交流員 コラムコラム CIR Column国際交流員 コラム 
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縄文の里探検ツアー参加者募集 縄文の里探検ツアー参加者募集 縄文の里探検ツアー参加者募集 こどもク
ラブ 

第1回目
 こどもク

ラブ 

第1回目
 

至鯵ヶ沢町 

至出来島 

至出来島 

ベンセ湿原 

海水 
浴場 

木
造
漁
港
 

菰槌 

南
広
森
 

丸山コミュニティ 
消防センター● 

県
道
鯵
ヶ
沢
蟹
田
線
 

メ
ロ
ン
ロ
ー
ド
 

● 
丸山 
バス停 

●旧丸山保育所 

全面通行止め 

迂回路案内看板 迂回路 

R101
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　つがる市農産物ブランド化推進会議では、つがる市農産物等を全国に 
販売するため、今年７月頃からインターネット市場に出品したいと考え 
ております。   
　丹精込めて作った農産物をインターネット市場に出品希望される 
農産物販売生産者を募集しますので、多数の応募をお待ちしております。 

出品参加資格 
●農産物販売生産者…つがる市内で農産物の生産販売を行なっている生産者、 
　　　　　　　　　　 組織及び法人 
●食 品 加 工 業 者…つがる市内に事業所を有し、農産物等を原料とした 
　　　　　　　　　　加工業務を行なう企業等 
●物産品販売業者…つがる市内に事業所を有し、物産品等の販売を行なう企業等 

応 募 手 続 き  
　申請書に住所、氏名、年齢、経営状況等の必要事項を記入して提出してください。 
　申請書は市ホームページのつがるブランドからダウンロードできます。 

応募締め切り 

平成20年5月30日（金） 

※申請後、書類審査があります。 
※出品には別途、売上手数料の負担があります。 

出品者 

ど
ん
ど
ん 

応
募
し
て
ね 

ど
ん
ど
ん 

応
募
し
て
ね 

【申し込み・問い合わせ先】 
市役所 地域振興対策室 

電話42－2111（内線426） 

アドレス（D） http://www.tsugaru.aomori.jp/burando/

検　索 つがる市農産物ブランド化推進会議 

コメ リンゴ メロン スイカ ネギ ナガイモ トマト ゴボウ 
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つがる市 社協からのお知らせ つがる市 社協からのお知らせ 
平成20年5月 

つがる市社会福祉協議会　〒つがる市社会福祉協議会　〒038－3138　つがる市木造若緑　つがる市木造若緑52番地番地 
TEL:0173－42－4660  FAX:0173－42－4686　Eメールメールtsugarushakyo@tea.ocn.ne.jptsugarushakyo@tea.ocn.ne.jp
つがる市社会福祉協議会　〒038－3138　つがる市木造若緑52番地 

TEL:0173－42－4660  FAX:0173－42－4686　Eメールtsugarushakyo@tea.ocn.ne.jp

【期日・対象地区】 
5月21日（水）／木造・越水・出来島地区 
5月22日（木）／館岡地区・川除地区 
5月23日（金）／出精地区・柴田地区 

期　日：5月14日（水）、6月11日（水） 
時　間：午後1時から4時まで 
場　所：社会福祉協議会本所　相談室 

【場　　　　 所】　しゃこちゃん温泉 

お楽しみミニ湯治（木造地区） 

社協全員全戸加入運動（会費納入方）にご協力を！ 

※バスの運行時間等については、本所事務局へ 
　お問い合わせください。 

生活一般・介護の相談 
～個人では解決できない法律の問題や 
　家庭問題等でお1人で悩んでいませんか～ 

法律相談を開催します 

※相談を希望する方は、必ず予約をしてください！ 

※詳細については、本所又は各支所へご連絡ください。 

【木造地区】　本　　所　電話42－4660 
【森田地区】　森田支所　電話26－3836 
【柏 地 区】　柏 支 所　電話25－2468 
【稲垣地区】　稲垣支所　電話46－3049 
【車力地区】　車力支所　電話56－3051

　毎週月曜日から金曜日の午前9時から午後4 
時まで行っておりますので、お気軽にご相談 
ください。 

　〈毎月第2水曜日〉 

サービス内容／ 
福祉サービス利用援助 
日常的金銭管理サービス 
書類等預かりサービス 

　高齢や障害などによって、自分1人で意思決 
定をし実行に移すことがむずかしい状況にあっ 
て日常生活に不安のある方が対象となります。 

ご存じですか！ 日常生活自立支援事業 

※詳細については本所 
　又は各支所へお問い 
　合わせください。 

●一般会員：1世帯あたり 1，000円　●賛助会員：1口 5，000円～ 

　社会福祉協議会では、今年度も住民の皆様のご協力をいただき、各種地域福祉事業・活動を推進していきたいと
考えております。本会が委嘱している「地区福祉推進員」及び関係者が訪問した際にはぜひご加入のうえ、お力添え
くださいますようお願いいたします。（※地域によって訪問する期間が違いますので、ご了承ください） 

掛けて安心!  ボランティア活動保険  

①ボランティア推進校事業：つがる市内の全小中高校、分校、養護学校を指定 
②広報・啓発事業：広報紙（つがる市社協だより等）の発行、つがる市社会福祉大会、各地区で実施している夏まつり、福祉まつり 
③一人暮らし高齢者、障害者世帯等のサービス事業：シルバーサロン、地域ふれあい交流事業、ふれあい昼食会、一人暮らし老人昼食会等 

① 
 
② 
 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 

加 入 申 込 者  
 
対 象 と な る 活 動 
 
対象とならない活動 
補 償 内 容  
補 償 期 間  
基 本 プ ラ ン  

社協及びその構成員・会員、ボランティア個人またはボランティアグループ、NPO法人 
もしくはその所属の無償のボランティア 
無償の活動であれば、近所の見守り程度でも対象となります。 
（※交通費や昼食代程度の受け取りは対象とします。）　 
PTA、自治会、サークル等での構成員の親睦のための活動や報酬を受けている場合など 
●傷害事故→死亡、後遺障害、入院、通院保険金　●賠償事故→対人・対物（自動車事故は対象外） 
加入日翌日から平成21年3月末まで 
260円、420円、590円 

／ 
 
／ 
 
／ 
／ 
／ 
／ 

※このページは有料掲載になっています。 
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3
月
定
例
会
で
は
、
平
成
２０
年

度
当
初
予
算
案
や
つ
が
る
市
市
民

特
別
健
診
事
業
基
金
条
例
案
な
ど
、

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
や
議

員
提
出
議
案
な
ど
４８
議
案
が
提
出

さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ

れ
ま
し
た
。 

　
一
般
質
問
に
は
、
6
名
の
議
員

が
登
壇
、
市
政
の
課
題
に
つ
い
て

当
局
の
考
え
方
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

   

電
磁
波
の
不
安
を
解
消 

市
民
特
別
健
診
の
実
施 

 

　
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
の
電
磁
波

に
対
す
る
市
民
の
不
安
を
解
消
し
、

市
民
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、

「
つ
が
る
市
市
民
特
別
健
診
事
業

基
金
条
例
案
」
が
提
出
さ
れ
、
本

会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
市
民
特
別
健
診
事
業
基
金

は
、
米
軍
車
力
通
信
所
の
開
設
に

伴
い
、
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
の
電

磁
波
に
対
す
る
市
民
の
不
安
を
解

消
し
、
併
せ
て
市
民
の
健
康
増
進

を
図
る
事
を
目
的
と
し
て
お
り
、

本
市
で
は
、
車
力
通
信
所
関
連
再

編
関
連
特
別
事
業
と
し
て
、
平
成

２０
年
度
か
ら
２４
年
度
ま
で
の
５
ヵ

年
事
業
と
し
て
市
民
特
別
健
診
を

実
施
し
、
こ
の
事
業
に
充
て
る
基

金
を
設
置
し
て
運
用
す
る
も
の
で

す
。 

　
こ
の
市
民
特
別
健
診
事
業
は
、

こ
れ
ま
で
自
己
負
担
で
行
っ
て
い

た
「
が
ん
検
診
」
を
平
成
２０
年
度

か
ら
５
年
間
、
市
が
全
額
負
担
す

る
こ
と
か
ら
、
無
料
で
「
が
ん
検

診
」
が
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。 

条
例
を
審
査
し
た
予
算
特
別
委
員

会
で
は
、
「
年
齢
の
制
限
に
関
係

な
く
電
磁
波
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、

４０
歳
以
上
な
ど
の
制
限
を
設
け
ず

誰
で
も
受
診
で
き
る
よ
う
に
」
又

「
昨
年
ま
で
２
回
の
妊
婦
健
診
無

料
を
１４
回
分
ま
で
」
と
の
要
望
に

対
し
、
当
局
か
ら
「
現
在
、
当
該

年
度
に
４０
歳
以
上
に
達
す
る
人
を

対
象
者
に
し
て
い
る
が
、
制
限
枠

に
つ
い
て
は
今
後
、
検
討
し
た

い
。
」
又
、
妊
婦
健
診
に
つ
い
て
、

「
新
年
度
は
、
５
回
分
ま
で
無
料

化
を
実
施
す
る
。
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。 

つがる市議会だより 
3月定例会 第14号 平成20年5月 

発行／つがる市議会 
編集／議会だより編集委員会 

市
民
特
別
健
診
事
業
基
金
条
例
案
を
可
決 

主
な
可
決
議
案 

定例会の概要 

第１回臨時会 

一般質問 

平成20年度予算 

常任委員会の審査 

……18 

……19 

……20～23 

…24 

25

紙面の主な内容 
健（検）診の種類 対　　象　　者 検査費用 自己負担額 
胃がん検診 

大腸がん検診 

前立腺がん検診 

 

 

 

 

 

肺がん検診 

乳がん 
検　診 

子宮がん 
検　　診 

頚部 

頚部・体部 

視触診 
視触診・ 

マンモグラフィ 

マンモグラフィ 

40歳以上の方 
 

50歳以上の方 

20歳以上で偶数年齢の女性 

 

30～39歳の方 

40～58歳で偶数年齢の方 

60歳以上で偶数年齢の方 

40歳以上の方 

5,040円 

1,785円 

1,785円 

4,410円 

4,935円 

2,100円 

3,150円 

5,250円 

1,470円 

平
成
２０
年
度
〜
平
成
２４
年
度
ま
で
無
料 

40歳以上、最近6カ月以内に 
不正性器出血のあった方 

「開かれた議会」をテーマに、読みやすい紙面づくりをしてまいります。 
［議会だより編集委員会］ 

「開かれた議会」をテーマに、読みやすい紙面づくりをしてまいります。 
［議会だより編集委員会］ 
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市
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る

条
例 

職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正 

　
市
長
や
副
市
長
、
収
入
役
及
び

教
育
長
な
ど
特
別
職
の
給
与
を
１５

％
〜
５
％
を
減
額
、
又
、
一
般
職

員
の
給
与
を
５
％
減
額
す
る
条
例

改
正
案
等
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
給
与
減
額
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
下
、
人
件
費
の
減
額

が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
特
別
職
や

一
般
職
員
の
給
料
月
額
を
平
成
２０

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
２３
年
３
月

３１
日
ま
で
の
３
年
間
減
額
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。 

 

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正 

　
３
歳
ま
で
２
割
負
担
で
あ
っ
た

保
険
療
養
の
給
付
一
部
負
担
を
義

務
教
育
就
学
前
、
６
歳
（
誕
生
日

以
後
最
初
の
３
月
３１
日
ま
で
）
ま

で
対
象
者
を
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

又
、
７０
歳
か
ら
７４
歳
の
現
役
並
所

得
者
の
１
割
の
自
己
負
担
を
２
割

に
改
正
す
る
も
の
で
す
。 

 

※
特
例
措
置
と
し
て
７０
歳
か

ら
７４
歳
ま
で
の
２
割
負
担
は

平
成
２１
年
３
月
３１
日
ま
で
は
、

自
己
負
担
が
１
割
に
据
え
置 

か
れ
ま
す
。 

国
民
健
康
保
険
直
営
病
院
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正 　
成
人
病
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
医

師
の
充
足
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

病
床
数
を
一
般
病
床
１
０
４
床
か

ら
１２
床
削
減
し
、
９２
床
に
す
る
も

の
で
す
。 

 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例 

　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
を

積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
育
児

不
安
な
ど
の
相
談
や
育
成
支
援
事

業
を
行
う
た
め
木
造
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
、
車
力
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
も
の
で

す
。 

             

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正 

　
介
護
保
険
法
施
行
令
及
び
介
護

保
険
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に

関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

平
成
１８
・
１９
年
度
、
２
ヵ
年
の
介

護
保
険
料
軽
減
措
置
を
平
成
２０
年

度
も
軽
減
を
引
き
続
き
実
施
す
る

も
の
で
す
。 

 

指
定
管
理
者
の
指
定 

　
木
造
体
育
セ
ン
タ
ー
と
木
造
中

央
公
民
館
の
管
理
、
運
営
を
「
社

団
法
人
つ
が
る
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
」
を
指
定
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。 

指
定
期
間
は
、
平
成
２０
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
２１
年
３
月
３１
日
ま
で

で
す
。 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任 

　
平
成
２０
年
３
月
３０
日
に
任
期
満

了
と
な
る
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
に
長
内
義
明
氏
（
木
造
）
、
小

林
和
明
氏
（
森
田
）
、
工
藤
稔
氏

（
柏
）
、
佐
々
木
保
氏
（
稲
垣
）
、

鳴
海
功
氏
〈
車
力
〉
の
５
名
を
同

意
い
た
し
ま
し
た
。 

　
任
期
は
３
年
で
す
。 

 

教
育
委
員
の
任
命 

　
平
成
２０
年
３
月
３０
日
に
任
期
満

了
と
な
る
教
育
委
員
会
委
員
に
成

田
悦
雄
氏
（
車
力
）
を
同
意
い
た

し
ま
し
た
。 

　
任
期
は
４
年
で
す 

　
平
成
２０
年
第
１
回
臨
時
会
が

２
月
５
日
に
開
催
さ
れ
、
「
福

祉
灯
油
」
購
入
代
を
助
成
す
る

補
正
予
算
２
２
０
０
万
円
を
含

む
、
８
０
４
６
万
円
を
追
加
す

る
平
成
１９
年
度
一
般
会
補
正
予

算
案
が
可
決
し
ま
し
た
。 

「
福
祉
灯
油
」
助
成 

家
計
へ
の
負
担
を
軽
減 

　 　
原
油
価
格
高
騰
に
伴
う
国
の

基
本
方
針
を
受
け
、
灯
油
価
格

の
高
騰
に
よ
る
市
民
生
活
へ
の

緊
急
の
緩
和
対
策
と
し
て
、
福

祉
灯
油
購
入
助
成
事
業
費
を
含

む
、
平
成
１９
年
一
般
会
計
補
正

予
算
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
事
業
は
、
既
に
終
了
し

て
お
り
ま
す
が
、
７０
歳
以
上
の

方
の
み
の
高
齢
者
世
帯
や
、
障

害
者
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
を

対
象
と
し
、
約
２
２
０
０
世
帯

分
を
予
算
措
置
し
た
も
の
で
す
。

本
会
議
の
審
議
の
中
、
議
員
か

ら
「
生
活
保
護
の
受
給
者
世
帯

に
対
す
る
対
応
」
や
「
２
２
０

０
世
帯
の
内
訳
」
等
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
福

祉
部
長
は
「
生
活
保
護
世
帯
に

つ
い
て
は
１１
月
か
ら
３
月
ま
で

冬
季
加
算
が
あ
る
こ
と
か
ら
当

市
で
は
支
給
し
な
い
」
又
、
２

２
０
０
世
帯
の
内
訳
に
つ
い
て

は
、
「
２
月
１
日
現
在
、
７０
歳

以
上
の
方
の
み
の
単
身
世
帯
は

１
６
３
９
世
帯
、
障
害
者
世
帯

は
４
１
４
世
帯
、
ひ
と
り
親
世

帯
は
、
２
６
６
世
帯
、
合
わ
せ

て
２
３
０
０
世
帯
で
、
非
課
税

世
帯
等
を
考
慮
す
る
と
約
２
２

０
０
世
帯
に
な
る
。
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

〈
主
な
補
正
予
算
〉 

◆
福
祉
灯
油
購
入
費
助
成
事
業 

２
２
０
０
万
円 

◆
緊
急
時
通
報
者
支
援
シ
ス
テ
ム 

　
整
備
工
事
費
１
０
９
５
万
円 

　
夜
間
に
交
通
事
故
等
が
重
な

っ
た
場
合
等
、
分
署
が
不
在
と

な
る
場
合
を
想
定
し
、
モ
ニ
タ

ー
テ
レ
ビ
通
話
装
置
を
米
軍
通

信
所
の
あ
る
車
力
分
署
に
整
備

す
る
も
の
で
す
。 

◆
豊
富
３３
号
道
路
新
設
改
良 

　
工
事
費
　
　
１
９
３
３
万
円 

 

〈
意
見
書
〉 

　
次
の
意
見
書
が
議
員
提
出
議

案
と
し
て
提
出
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
、
関
係
大
臣

に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

◆
一
級
河
川
の
権
限
委
譲
に 

　
関
す
る
意
見
書 

福
祉
灯
油
購
入
助
成
事
業
等
補
正
予
算
案
を
可
決 

第１回 
臨時会 

車力地域子育て支援センター 
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問 答 

問 答 

成田 克子 
平政会 

・
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の
発
案
し
た
食
品
の
商
品
化 

　
に
つ
い
て 

・
木
造
地
区
の
市
営
住
宅
に
つ
い
て 

問 答 

答 

放
課
後
の
子
ど
も
達
の
安
全
、
安
心

な
居
場
所
づ
く
り
の
充
実
を
図
る
た

め
、
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業
の
市
内

全
校
区
で
の
実
施
を
求
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
新
年
度
に
お
け
る
事
業
の
見
通
し

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か 

教
育
委
員
会
次
長 

平
成
１９
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
の
放

課
後
子
ど
も
推
進
事
業
と
厚
生
労
働
省
の

放
課
後
児
童
健
全
事
業
が
一
体
化
し
た
事

業
で
あ
り
ま
す
が
、
制
度
の
違
い
か
ら
教

育
委
員
会
主
導
で
の
統
一
さ
れ
た
事
業
運

営
と
い
う
形
に
は
、
ま
だ
な
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
教
育
委

員
会
、
福
祉
部
に
と
ら
わ
れ
ず
、
各
学
区

に
１
ヵ
所
と
い
う
原
則
に
基
づ
い
て
、
放

課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
平
成
２０
年

度
は
、
福
祉
部
主
導
に
よ
り
車
力
小
学
区

に
学
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
す
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
又
、
未
設
置
と
な
っ
て
い

る
育
成
小
学
区
、
牛
潟
小
学
区
に
つ
い
て

も
で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
設
置
し
、
事

業
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

 
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
木
造
中
学

校
の
建
設
や
市
営
住
宅
等
の
規
模
の

大
き
い
建
設
事
業
を
実
施
す
る
予
定
と
な

っ
て
い
る
が
、
財
政
的
な
見
通
し
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
、又
、市
税
や
住
宅
使
用

料
等
の
徴
収
業
務
を
一
元
化
し
、
体
制
の

強
化
を
図
る
と
い
う
こ
と
だ
が
具
体
策
は 

福
島
市
長
、
総
務
部
長 

当
市
の
歳
入
、
約
半
分
を
占
め
て
い

る
地
方
交
付
税
が
毎
年
減
額
さ
れ
て
い
る

現
状
に
お
い
て
、
自
主
財
源
の
確
保
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。 

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
学
校
や
住
宅
な

ど
規
模
の
大
き
い
事
業
が
続
く
事
は
財
政

的
に
大
き
な
負
担
に
な
る
が
、
老
朽
化
し

た
学
校
を
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
行
政
の

責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
こ
と
に
も
な
る

こ
と
か
ら
、
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。 

　
事
業
の
優
先
度
、
重
要
度
を
見
極
め
財

政
状
況
に
見
合
っ
た
事
業
を
進
め
、
財
政

運
営
に
つ
い
て
も
厳
し
い
目
を
持
ち
、
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

　
収
納
課
で
は
こ
れ
ま
で
税
金
の
み
取
り
扱

っ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
は
、
住
宅
使

用
料
、
下
水
道
料
金
や
介
護
保
険
料
な
ど
税

金
も
含
め
、
す
べ
て
収
納
課
で
徴
収
す
る
も

の
で
、
現
在
の
１０
名
か
ら
倍
の
２０
名
体
制
を

と
り
、
徹
底
し
た
毎
戸
訪
問
、
滞
納
処
分
等

を
行
い
ま
す
。
又
、
人
材
を
育
成
す
る
た
め

県
へ
職
員
を
派
遣
し
、
滞
納
処
分
、
差
し
押

さ
え
等
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
、
体
制
の
強

化
を
図
り
、
収
入
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

問 

佐藤 孝志 
平政会 

・
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業
に
つ
い
て 

・
行
財
政
改
革
に
つ
い
て 

１
月
に
開
催
さ
れ
た
女
性
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
暮
ら
し
の
工
夫
展
で
は
、
つ

が
る
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
８
品
目
を
活
用
し
、

作
り
手
の
顔
が
見
え
る
安
全
で
安
心
な
加

工
食
品
が
所
狭
し
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ら
の
加
工
品
を
商
品
化
し
、
ジ
ャ

ス
コ
の
食
品
館
に
「
つ
が
る
ブ
ラ
ン
ド
コ

ー
ナ
ー
」
を
設
け
販
売
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
か 

 

福
島
市
長 

市
の
食
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
協
議
会

が
つ
が
る
ブ

ラ
ン
ド
８
品

目
を
利
用
し

た
料
理
や
お

菓
子
の
コ
ン

テ
ス
ト
が
１

月
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
工

夫
を
凝
ら
し
、

「
こ
れ
は
売

れ
る
の
で
は

な
い
か
」
と

い
う
作
品
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
実

際
に
商
品
化
す
る
と
な
る
と
品
質
の
均
一
、

大
き
さ
や
包
装
の
デ
ザ
イ
ン
等
諸
問
題
を

ク
リ
ア
す
る
必
要
や
、
経
費
も
か
か
る
こ

と
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
、
個
人
が
十
分
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。 

　
商
品
化
に
あ
た
り
、
各
種
新
事
業
等
も

あ
る
の
で
、
行
政
で
手
伝
い
で
き
る
部
分

が
あ
れ
ば
、
協
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

 

木
造
地
区
の
住
宅
は
築
４０
年
以
上
経

ち
、
老
朽
化
に
よ
り
大
変
危
険
な
状

態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
性
の
確
保
す

る
た
め
に
も
、
早
い
建
て
替
え
が
必
要
と

考
え
て
お
り
ま
す
が
、
建
設
計
画
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か 

 
福
島
市
長 

現
在
建
設
中
の
市
営
住
宅
は
、
柏
地

区
の
柏
団
地
が
平
成
２０
年
度
、
車
力
地
区

の
富
萢
２
号
団
地
が
平
成
２１
年
度
、
森
田

地
区
の
第
２
若
緑
団
地
、
車
力
地
区
の
屏

風
山
２
号
団
地
が
平
成
２２
年
度
に
建
設
す

る
地
域
住
宅
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
平
成
２３
年
度
以
降
に
新
た

な
地
域
住
宅
計
画
を
策
定
す
る
予
定
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

　
新
し
い
住
宅
の
建
設
に
際
し
て
は
、
高

齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
、
子
育
て
に
配
慮

し
た
住
宅
等
を
検
討
し
、
又
、
１
戸
建
て
、

長
屋
式
等
の
建
築
方
式
に
つ
い
て
も
、
住

宅
計
画
を
策
定
す
る
際
に
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　こ  こ  が  聞  き  た  い 

暮らしの工夫展で作品を審査する市長 

広報つがる 2008.5月号 ２０ 



問 答 

問 答 

 
財
政
状
況
が
厳
し
い
時
こ
そ
「
自
分

達
の
地
域
は
自
分
で
守
る
ん
だ
」
と

い
う
意
識
を
住
民
に
持
た
せ
る
の
も
重
要

な
行
政
の
役
割
と
考
え
る
が
、
市
民
の
礎

と
も
な
る
市
民
憲
章
を
ど
の
よ
う
に
市
民

に
周
知
し
て
い
る
の
か
　 

財
政
部
長 

市
民
憲
章
は
、
市
の
花
・
木
・
鳥
と

併
せ
て
平
成
１８
年
３
月
３
日
に
制
定
い
た

し
ま
し
た
。
市
民
の
協
働
意
識
の
醸
成
、

一
体
性
の
確
保
、
市
民
へ
の
参
加
を
促
す

た
め
に
、
広
報
つ
が
る
、
市
政
要
覧
等
に

掲
載
、
ま
た
各
機
会
を
通
じ
て
周
知
し
て

参
り
ま
し
た
。
昨
年
８
月
に
は
、
小
中
学

校
を
は
じ
め
、
市
民
が
多
く
集
ま
る
公
共

施
設
５６
箇
所
に
市
民
憲
章
の
表
示
板
を
設

置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

市
内
に
は
、
車
力
の
フ
ラ
ッ
ト
、
柏

の
物
産
館
、
森
田
の
道
の
駅
と
３
ヶ

所
の
直
売
所
が
あ
る
が
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を

進
め
て
い
る
８
品
目
が
揃
っ
て
い
る
直
売

所
が
な
く
、
一
箇
所
に
集
約
す
る
事
に
よ

り
品
揃
え
も
豊
富
と
な
り
ブ
ラ
ン
ド
化
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
が 

福
島
市
長 

市
内
３
つ
の
直
売
所
は
、
地
産
地
消

の
推
進
と
農
家
の
女
性
を
対
象
と
し
た
地

場
産
業
の
育
成
を
目
的
と
し
建
設
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
会
員
数
、
売
上
げ
共
に
伸
ば
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
は
大
型
店

の
出
店
も
相
次
い
で
お
り
、
競
争
が
激
化

し
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
消
費
者
の
視

点
に
立
っ
た
魅
力
あ
る
直
売
所
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
市
内

３
つ
の
直
売
所
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、

相
乗
効
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
３
直

売
所
の
定
期
的
な
検
討
会
や
関
係
機
関
か

ら
の
意
見
を
聴
取
す
る
場
を
設
け
、
協
調

体
制
を
構
築
し
、
つ
が
る
ブ
ラ
ン
ド
８
品

目
や
各
地
域
の
農
産
加
工
品
等
が
揃
う
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 
未
着
工
の
区
間
と
な
っ
て
い
る
森
田

地
区
の
下
水
道
事
に
つ
い
て
、
着
工

時
期
は
、
い
つ
頃
に
な
る
と
考
え
て
い
る

の
か 

福
島
市
長 

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
合
併
前
の

各
町
村
で
、
公
共
下
水
道
事
業
や
農
業
集

落
排
水
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
、
整
備
さ

れ
て
い
な
い
地
区
が
あ
る
の
は
、
木
造
地

区
の
６
地
区
と
森
田
地
区
の
３
地
区
が
有

り
ま
す
。 

　
森
田
地
区
は
公
共
下
水
道
が
１
地
区
、

農
業
集
落
排
水
事
業
が
２
地
区
計
画
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
着
工
時
期
に
つ
い
て
は
、

早
い
時
期
に
整
備
で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す

が
、
今
後
の
財
政
状
況
等
も
勘
案
し
な
が

ら
、
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

問 答 

木村 良博 
平政会 

・
市
民
憲
章
に
つ
い
て 

・
農
業
振
興
に
つ
い
て 

・
下
水
道
に
つ
い
て 

 

問 答 

答 

市
債
残
高
が
合
併
当
初
か
ら
増
え
続
け

て
い
る
が
、
今
後
も
こ
の
傾
向
が
続
く

の
か
。
又
、
公
債
費
の
償
還
ピ
ー
ク
は
い
つ

頃
に
な
る
と
考
え
て
い
る
の
か
　 

財
政
部
長 

合
併
以
来
、
学
校
建
設
や
斎
場
建
設
、

防
災
無
線
の
統
合
整
備
な
ど
規
模
の
大
き

い
事
業
が
実
施
さ
れ
た
事
に
伴
い
合
併
後

３
年
間
で
約
１４
億
円
増
加
し
平
成
１９
年
度

末
の
市
債
残
高
見
込
み
額
は
３
３
０
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
債
残
高
が
増
え
続

け
る
事
は
、
財
政
運
営
上
好
ま
し
く
な
い

こ
と
か
ら
、
十
分
注
意
を
払
い
事
業
の
優

先
度
を
見
極
め
な
が
ら
、
起
債
事
業
を
抑

制
し
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
財
政
運
営
を

進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
公
債
費
の
ピ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
平
成

２０
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
市
債
発
行
額

を
勘
案
す
る
と
ピ
ー
ク
は
、
平
成
２４
年
度

と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り
財
政

効
果
は
ど
れ
く
ら
い
出
て
い
る
の
か 

総
務
部
長 

市
内
に
２
９
０
あ
る
施
設
の
う
ち
、

４５
施
設
を
指
定
管
理
者
制
度
で
適
用
し
て

お
り
ま
す
。
平
成
１８
年
、
１９
年
度
を
比
較

し
た
場
合
、
３
３
０
万
円
の
財
政
効
果
と

い
う
金
額
で
、
非
常
に
少
な
い
金
額
と
い

う
認
識
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。 

た
だ
、
金
額
だ
け
で
な
く
民
間
業
者
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
地
域
振
興
、
活
性
化
に
生
か
す

と
い
う
大
き
な
目
的
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
管
理
料
な
ど
協
定
書
に
基
づ
き

見
直
し
を
図
り
、
積
極
的
に
制
度
の
導
入

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

新
受
給
調
整
シ
ス
テ
ム
定
着
交
付
金

に
つ
い
て
、
平
成
１９
年
度
の
作
物
作

付
け
へ
の
交
付
か
ら
、
平
成
２０
年
度
は
転

作
の
面
積
の
増
加
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る

が
試
算
し
て
い
る
の
か 

経
済
部
長 

平
成
１９
年
度
の
新
受
給
調
整
シ
ス
テ

ム
定
着
交
付
金
は
、
約
１
億
２
２
０
０
万

円
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
青
森
県
全
体
に
約

５
億
円
交
付
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
約
２５
％

の
交
付
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
平

成
２０
年
度
は
、
緊
急
拡
大
上
乗
せ
分
と
し

て
１０
ａ
当
た
り
１
万
円
を
交
付
す
る
と
い

う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
こ

れ
ま
で
の
１
億
２
２
０
０
万
円
が
交
付
さ

れ
な
く
な
り
、
３
６
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
拡

大
分
３
６
６
０
万
円
に
減
額
さ
れ
る
見
通

し
と
な
っ
て
お
り
、
痛
手
を
被
る
集
落
営

農
組
織
も
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
協
力
し

て
い
る
農
家
に
不
利
益
が
被
ら
な
い
よ
う

県
、
関
係
機
関
に
強
く
要
望
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

問 

問 

答 

佐々木直光 
芳和会 

・
財
政
改
革
に
つ
い
て 

・
転
作
に
つ
い
て 

 

一　般　質　問 

２１ 広報つがる 2008.5月号 



問 答 

問 答 

 
平
成
１９
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
地
方

分
権
改
革
推
進
法
は
、
地
方
公
共
団

体
が
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
、
行

政
を
運
営
す
る
事
を
促
進
し
、
個
性
豊
か

で
、
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
を

図
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
又
、
地
方
分
権

改
革
推
進
委
員
会
の
中
間
的
な
取
り
ま
と

め
の
中
に
、
基
礎
自
治
体
優
先
の
原
則
が

あ
り
、
基
礎
自
治
体
、
広
域
自
治
体
、
国

の
役
割
を
見
直
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活

動
の
充
実
を
含
め
た
自
治
制
度
の
有
り
方

を
幅
広
く
検
討
す
べ
き
と
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
を
含
め
、
分
権
社
会
に
向
け
た

行
政
体
制
は
で
き
て
い
る
の
か
、
又
、
ど

の
よ
う
な
街
づ
く
り
を
目
指
す
の
か 

福
島
市
長 

地
方
分
権
に
向
け
、
市
と
し
て
の
役

割
を
認
識
し
、
そ
れ
に
即
し
た
事
務
事
業
、

組
織
機
構
を
見
直
し
、
効
率
的
な
行
財
政

の
仕
組
み
を
確
立
す
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、

自
己
決
定
、
自
己
責
任
を
基
本
と
す
る
基

礎
自
治
体
へ
の
体
制
を
整
え
た
い
。
又
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
拡
充
を
含
め
、

住
民
自
治
の
充
実
を
図
る
た
め
、
今
年
度

つ
が
る
市
自
治
会
連
合
会
を
設
置
し
、
住

民
総
参
加
に
よ
る
意
見
を
地
域
づ
く
り
に

反
映
さ
せ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

　
街
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
住
民
に
最
も

身
近
な
総
合
的
か
つ
包
括
的
な
行
政
主
体

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
立
性
の
高

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
い
き

た
い
。
又
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
、
責
任

あ
る
行
政
運
営
を
す
る
と
と
も
に
、
国
に

依
存
せ
ず
、
受
益
と
負
担
を
明
確
に
し
、

そ
し
て
住
民
が
主
体
的
に
施
策
の
選
択
と

決
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。 

 

団
塊
世
代
の
職
員
が
４
、
５
年
で
退

職
に
な
り
、
人
材
育
成
が
、
よ
り
重

要
な
課
題
と
な
る
と
思
う
が
、
職
員
の
教

育
、
育
成
な
ど
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か 

総
務
部
長 

職
員
の
人
材
育
成
は
勿
論
必
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
合
併
と
同
時
に
人
材
育

成
の
基
本
方
針
、
計
画
書
を
策
定
し
て
、

研
修
や
人
事
交
流
な
ど
を
進
め
て
お
り
、

平
成
１９
年
度
に
は
、
よ
り
具
体
的
な
行
動

計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
一
番
大
事
と

考
え
て
い
る
の
は
、
人
事
交
流
で
、
他
の

自
治
体
や
県
な
ど
へ
の
職
場
研
修
に
よ
り
、

普
段
の
職
場
で
得
ら
れ
な
い
も
の
を
習
得

す
る
１
年
間
の
研
修
も
必
要
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
現
に
合
併
と
同
時
に
職
員
を
県

へ
１
名
派
遣
し
、
又
、
県
の
職
員
を
市
の

経
済
部
に
１
名
、
教
育
委
員
会
の
指
導
課

に
４
名
配
置
す
る
な
ど
の
人
事
交
流
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
又
、
他
の
研
修
な
ど
に

も
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
人
材
育
成
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

三上　洋 
平政会 

 

・
地
方
分
権
改
革
に
つ
い
て 

 

問 答 

答 

Ｘ
バ
ン
ド
関
連
事
業
の
市
道
富
萢
２４

号
、
３５
号
、
３９
号
の
拡
幅
改
良
舗
装

工
事
の
実
施
に
つ
い
て 

福
島
市
長 

こ
の
路
線
は
、
航
空
自
衛
隊
車
力
分

屯
基
地
、
Ａ
地
区
か
ら
Ｃ
地
区
に
通
ず
る

市
道
で
改
良
事
業
と
し
て
計
画
が
あ
る
。 

　
平
成
２１
年
、
２２
年
の
２
ヵ
年
事
業
で
歩

道
２
８
０
０
ｍ
、
街
路
整
備
３
７
０
０
ｍ

を
実
施
す
る
。
事
業
費
と
し
て
１
億
８
千

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。 

　 

屏
風
山
地
区
の
揚
水
機
場
、
加
圧
機
場

が
老
朽
化
し
更
新
が
必
要
だ
が
見
通
し

に
つ
い
て
、
又
、
農
家
負
担
な
い
事
業
を
望

む
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か 

福
島
市
長 

近
年
、
老
朽
化
が
進
み
土
地
改
良
区

か
ら
も
施
設
の
更
新
を
強
く
要
望
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
民
生
安
定
事
業
を
活

用
し
、
県
営
事
業
の
屏
風
山
畑
地
総
合
整

事
業
で
開
畑
全
域
の
整
備
を
国
に
要
請
し

て
い
る
。
今
後
も
関
係
機
関
に
全
域
整
備

を
要
望
し
、
又
、
農
家
負
担
の
な
い
よ
う

な
や
り
方
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。 

 

特
殊
勤
務
手
当
の
件
数
、
総
額
と
支

給
職
員
の
割
合
に
つ
い
て
、
又
、
国

に
な
い
特
殊
勤
務
手
当
て
に
つ
い
て 

総
務
部
長 

特
殊
勤
務
手
当
を
支
給
し
て
お
り
、

支
給
総
額
は
約
６
１
０
０
万
円
、
支
給
さ

れ
て
い
る
職
員
の
割
合
は
３２
．
２
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
２２
件
の
う
ち
９
件
が
医
療

部
門
で
、
９
件
の
う
ち
８
件
が
、
国
で
は

支
給
さ
れ
て
い
な
い
手
当
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
医
療
部
門
の
特
殊
勤
務
手
当
の
支

給
総
額
は
約
５
５
０
０
万
円
で
、
医
師
に

対
す
る
支
給
が
約
４
５
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
医
師
の
手
当
の
支
給
が
多
い

理
由
と
し
て
、
成
人
病
セ
ン
タ
ー
の
医
師

の
確
保
、
定
着
と
い
う
狙
い
か
ら
手
当
を

支
給
し
て
お
り
、
こ
の
特
殊
勤
務
手
当
て

の
額
を
削
減
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

医
師
の
確
保
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ

る
の
で
は
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
現
在
も
手
当
て
を
段
階
的
に
減
額
し
て

い
る
が
、
今
後
も
引
き
続
き
取
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

牛
潟
公
民
館
前
の
市
道
牛
潟
３６
号
線

の
整
備
に
つ
い
て 

建
設
部
長 

こ
の
路
線
は
、
大
変
破
損
が
著
し
い

た
め
、
米
軍
再
編
交
付
金
事
業
で
平
成
２０
、

２１
年
度
の
２
ヵ
年
事
業
で
、
延
長
１
９
０

０
ｍ
を
整
備
し
ま
す
。
事
業
費
は
約
６
５

０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

問 問 

問 

答 

答 

松橋 勝利 
無所属 

・
Ｘ
バ
ン
ド
関
連
民
生
安
定
事
業
に
つ
い
て 

・
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て 

・
市
道
36
号
線
の
整
備
に
つ
い
て 

　こ  こ  が  聞  き  た  い 

広報つがる 2008.5月号 ２２ 



問 答 

問 答 

 
中
核
病
院
建
設
計
画
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
、
又
、
成
人
病
セ
ン
タ
ー

の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て 

福
島
市
長 

自
治
体
病
院
の
経
営
は
、
国
の
医
療

費
抑
制
、
医
師
不
足
、
又
、
地
方
自
治
体

の
財
政
悪
化
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
お
か

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
総
務
省
は
公
立

病
院
の
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
表
し
、

経
営
改
善
に
向
け
て
、
３
年
以
内
に
経
常

収
支
比
率
、
病
床
利
用
率
な
ど
の
経
営
指

標
に
数
値
目
標
を
設
定
す
る
事
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
経
営
の
健
全
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
当
圏
域
も
医
師
不

足
、
経
営
難
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
病
院

再
編
が
進
め
ら
れ
、
中
核
病
院
の
建
設
計

画
は
、
将
来
の
人
口
動
態
、
各
自
治
体
の

財
政
負
担
の
軽
減
の
た
め
、
病
床
数
や
建

設
単
価
等
の
見
直
し
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
新
し
い
計
画
は
、
目
途
と
し
て
今
年

の
９
月
末
決
定
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。 

　
成
人
病
セ
ン
タ
ー
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
具
体
的
に
医
療
機
能
の
分
担

等
を
検
討
さ
れ
る
が
、
今
後
も
病
院
機
能

を
有
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
病
院
に
な
る
よ
う

強
く
働
き
掛
け
て
い
き
た
い
。 

 

閉
校
、
廃
校
と
な
っ
た
校
舎
に
つ
い

て
、
処
分
・
活
用
計
画
が
あ
る
の
か 
 

財
政
部
長 

現
在
、
廃
校
と
な
っ
た
校
舎
は
、
１６

校
、
体
育
館
が
２
校
の
１６
校
あ
り
ま
す
。

内
訳
と
し
て
木
造
地
区
が
１２
校
、
柏
地
区

が
３
校
、
稲
垣
地
区
１
校
、
車
力
地
区
２

校
あ
り
ま
す
。
現
在
の
利
用
状
況
は
、
市

役
所
の
倉
庫
、
企
業
に
貸
付
、
学
童
保
育

施
設
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
１５

校
が
何
ら
か
の
形
で
利
用
さ
れ
、
利
用
さ

れ
て
な
い
も
の
は
３
校
あ
り
ま
す
。 

　
処
分
に
つ
い
て
は
、
文
部
省
か
ら
補
助

金
を
受
け
、
耐
用
年
数
を
経
過
し
て
い
な

い
場
合
は
、
文
部
科
学
省
の
承
認
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
一
概
に
処

分
で
き
る
と
は
言
え
な
い
が
、
基
本
的
に

廃
校
を
含
め
、
市
有
地
、
施
設
等
で
利
用

さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
処
分
を
行
う
も
の

と
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
誌
を
活
用

し
て
市
内
外
に
周
知
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
お
り
ま
す
。 

 

木
造
地
区
、
旧
町
の
今
後
の
融
雪
溝

整
備
計
画
に
つ
い
て 

建
設
部
長 

現
在
、
木
造
駅
前
か
ら
警
察
署
ま
で

の
９
７
０
ｍ
の
区
間
を
工
事
施
工
中
で
、

平
成
２０
年
度
か
ら
使
用
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
伊
勢
千
代
町
山
田
線
、
西

土
地
改
良
区
前
の
４
０
０
ｍ
を
県
に
要
望

す
る
予
定
で
す
。 

 

問 

答 

伊藤 良二 
平政会 

・
西
北
五
地
域
医
療
政
策
に
つ
い
て 

・
閉
校
に
な
っ
た
校
舎
に
つ
い
て 

・
除
雪
対
策
に
つ
い
て 

問 答 

答 

提
出
議
案
に
対
す
る
総
括
質
疑
が
行
わ
れ
、 

伊
藤
良
二
議
員
が
市
の
財
政
状
況
な
ど
に 

つ
い
て
疑
問
を
問
い
ま
し
た
。 

 

財
政
計
画
の
中
で
、
今
後
一
番
厳
し

く
な
る
年
度
は
い
つ
か 

 

財
政
部
長 

市
町
村
合
併
以
後
、
特
例
措
置
で
あ

る
特
別
交
付
税
の
包
括
的
措
置
が
平
成
１９

年
度
、
普
通
交
付
税
の
合
併
補
正
や
市
町

村
合
併
支
援
特
別
交
付
金
が
平
成
２１
年
度

と
相
次
い
で
特
例
措
置
が
終
了
す
る
。
又
、

地
方
交
付
税
も
基
本
ベ
ー
ス
で
は
、
今
後

も
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

特
に
厳
し
い
年
度
と
い
う
こ
と
で
な
く
、

当
面
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 

予
算
編
成
を
反
映
し
た
公
債
費
の
償
還

計
画
は
、
又
、
早
期
健
全
化
基
準
等
を

見
据
え
て
上
限
を
設
定
し
て
い
る
の
か 

 

財
政
部
長 

公
債
費
の
償
還
に
つ
い
て
平
成
２０
年

度
は
３５
億
１
５
０
０
万
円
、
２１
年
度
は
３６

億
円
、
２２
年
度
は
３４
億
６
６
０
０
万
円
、

２３
年
度
は
３５
億
５
２
０
０
万
円
、
３４
年
度

は
３６
億
５
７
０
０
万
円
と
現
段
階
で
は
予

想
し
て
い
る
。
特
に
上
限
に
つ
い
て
は
、

設
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
１８
年
度

決
算
で
実
質
公
債
費
率
が
１５
．
５
％
で
、

実
質
公
債
費
比
率
が
１８
％
以
上
に
な
る
と

地
方
債
の
発
行
の
許
可
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
１８
％
未
満
に
維
持
す
る
よ
う
努
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

      

新
農
業
者
年
金
制
度
の
内
容
と
当
市

に
お
け
る
取
り
組
み
と
加
入
状
況
に

つ
い
て 

 

農
業
委
員
会
会
長 

大
き
く
変
わ
っ
た
点
は
２
点
あ
り
、

１
点
目
と
し
て
加
入
要
件
が
、
農
業
者
の

み
な
ら
ず
６０
歳
未
満
の
方
で
国
民
年
金
１

号
被
保
険
者
に
該
当
し
、
年
間
６０
日
以
上

農
業
に
従
事
す
る
方
等
も
加
入
資
格
が
認

め
ら
れ
、
農
業
者
か
ら
の
申
し
出
に
基
づ

く
任
意
加
入
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
２
点

目
と
し
て
、
保
険
料
が
加
入
者
の
数
に
左

右
さ
れ
な
い
安
定
し
た
年
金
と
す
る
た
め
、

年
金
給
付
に
必
要
な
費
用
を
現
役
世
代
の

保
険
料
で
賄
う
賦
課
方
式
か
ら
、
将
来
の

年
金
給
付
に
必
要
な
原
資
を
積
立
て
て
お

く
方
式
と
な
り
、
又
、
年
金
の
掛
け
金
に

つ
い
て
、
掛
け
損
と
な
ら
な
い
よ
う
保
証

さ
れ
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
と
加
入
状
況

に
つ
い
て
は
、
当
市
が
農
業
者
年
金
加
入

推
進
特
別
対
策
地
区
の
指
定
を
受
け
た
こ

と
か
ら
、
農
業
委
員
の
研
修
会
や
、
さ
ら

に
は
、
つ
が
る
市
農
業
者
年
金
加
入
推
進

協
議
会
を
発
足
し
、
加
入
促
進
に
努
め
て

い
る
。
１１
月
末
現
在
の
加
入
者
は
１
６
２

名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

問 

問 

答 

平
成
２０
年
２
月
発
行 

平
川
豊
議
員
の
一
般
質
問
で
掲
載
も
れ
が 

あ
り
ま
し
た
の
で
、
追
加
い
た
し
ま
す
。 

 

総

括

質

疑

 
一　般　質　問 

２３ 広報つがる 2008.5月号 



　
平
成
２０
年
度
の
つ
が
る
市
当
初

予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業

会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の
予
算

総
額
は
、
対
前
年
度
比
６．９
％
減
で

３
４
９
億
７
，
７
８
８
万
３
千
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
自
主

財
源
の
根
幹
を
な
す
市
税
は
、
組

織
機
構
等
の
見
直
し
に
よ
り
収
納

体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
か
ら
、

対
前
年
度
比
１．９
％
増
の
２４
億
８
，

０
５
４
万
５
千
円
を
見
込
ん
で
お

り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、

地
方
財
政
計
画
な
ど
諸
要
件
を
勘

案
し
、
対
前
年
度
比
１．４
％
減
の
１

０
０
億
３
，
０
０
０
万
円
を
計
上

し
、
市
債
な
ど
を
活
用
し
て
財
源

の
確
保
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
度
か
ら
交
付
が
決
定
し

て
い
る
再
編
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

事
業
内
容
の
検
討
に
時
間
を
要
す

る
こ
と
か
ら
、
当
初
予
算
で
は
歳

入
、
歳
出
と
も
に
計
上
を
見
送
っ

て
お
り
ま
す
。 

　
一
方
、
一
般
会
計
の
歳
出
で
は
、

特
別
職
及
び
職
員
の
給
与
削
減
を

行
い
、
人
件
費
を
抑
え
た
も
の
の
、

社
会
保
障
関
係
の
扶
助
費
や
公
共

投
資
に
よ
る
公
債
費
が
増
加
し
て

お
り
、
依
然
と
し
て
硬
直
化
し
た

財
政
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
の
中
で

は
、
つ
が
る
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
、
監
査
が

行
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
補

助
金
、
監
査
の
あ
り
方
に
つ
い
て

意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
木
造
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
（
縄
文
館
）
な
ど
、
似

た
よ
う
な
縄
文
施
設
の
管
理
な
ど

に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
、
そ
れ

に
対
し
「
今
後
、
新
た
な
施
設

（
博
物
館
等
）
が
で
き
れ
ば
統
一

し
て
管
理
し
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
当
面
、
現
在
の
ま
ま
で
管
理

し
て
い
き
た
い
。
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

   

予
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。 

 

地
方
交
付
税
の
方
向
性
は 

　
　
地
方
交
付
税
の
算
定
基
準
は

国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
の
か
、
又
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か 

 

　
　
地
方
交
付
税
の
基
準
を
最
初

に
知
る
の
は
、
総
務
省
の
概
算
要

求
で
、
国
全
体
の
総
額
が
示
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
段
階
で
増
減

を
把
握
し
て
い
る
。
又
、
算
定
に

は
、
単
位
費
用
が
あ
り
、
そ
の
単

位
費
用
の
額
が
年
々
、
減
額
基
調

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
交
付
税
総
額

も
減
額
基
調
に
あ
る
と
考
え
て
い

る
。 

 

補
助
金
の
監
査
に
つ
い
て 

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
補
助
金

を
交
付
し
て
い
る
が
、
そ
の
補
助

金
に
つ
い
て
監
査
を
行
っ
て
い
る

の
か
、
又
、
社
協
の
組
織
に
つ
い

て
、
理
事
・
専
務
２
人
を
配
置
し

て
い
る
市
は
あ
る
の
か 

 

　
　
監
査
が
必
要
と
思
わ
れ
る
事

項
に
つ
い
て
監
査
す
る
こ
と
が
で

き
、
こ
れ
ま
で
社
会
福
祉
協
議
会

に
つ
い
て
は
監
査
を
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
後
、
補
助
金
な
ど
で
き

る
だ
け
監
査
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
他
の
９
市
に
つ
い
て
は
、
事
務

局
長
が
兼
務
さ
れ
て
い
る
。 

　
理
事
、
専
務
を
配
置
し
た
理
由

と
し
て
、
合
併
を
し
た
社
会
福
祉

協
議
会
に
は
、
様
々
な
問
題
を
抱

え
て
い
た
こ
と
か
ら
専
務
、
理
事

と
配
置
し
た
経
緯
が
あ
り
、
問
題

な
ど
が
解
決
さ
れ
れ
ば
、
新
た
な

体
制
に
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。 

  

今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
一
層
の
歳
出
削

減
努
力
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
の
工
夫
し
た
歳
入
、
税
収
確

保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査 

問 

問 

答 

答 

平
成
２０
年
度
予
算
総
額
　
3
4
9
億
円 

一
般
会
計
予
算
2
1
6
億
円
　
１．１
％
の
減 
平
成
２０
年
度
予
算
総
額
　
3
4
9
億
円 

一
般
会
計
予
算
2
1
6
億
円
　
１．１
％
の
減 

平成20年度一般会計予算 （単位：千円、％） 

特別会計予算 （単位：千円、％） 

【歳　入】 
予算額 区　　分 増減額 増減率 

1.9 
△ 4.2 
△ 50.0 
△ 33.3 
50.0 
△ 2.5 
0.0 

5.4 
 

4.8 
△ 1.4 
0.0 
3.4 
4.4 
10.3 
△ 5.7 
△ 57.5 
0.0 

△ 66.4 
0.0 
5.4 
5.6 

△ 1.1

46,861 
△ 11,000 
△ 2,000 
△ 1,000 
1,000 

△ 8,700 
0 

1,499 
 

1,201 
△ 140,000 

0 
5,416 
17,083 
224,685 
△ 59,894 
△ 18,909 

0 
△ 498,602 

0 
26,860 
185,500 

△ 230,000

2,480,545 
248,000 
2,000 
2,000 
3,000 
340,000 
91,000 

29,463 
 

26,001 
10,030,000 

5,300 
165,833 
406,583 
2,408,572 
999,412 
13,964 

2 
252,642 
150,000 
526,783 
3,488,900 
21,670,000

市 税  
地 方 譲 与 税  
利 子 割 交 付 金  
配 当 割 交 付 金  
株式等譲渡所得交付金  
地 方 消 費 税 交 付 金  
自 動 車 取 得 税 交 付 金  
国 有 提 供 施 設 等 所 在  
市 町 村 助 成 交 付 金  
地 方 特 例 交 付 金  
地 方 交 付 税  
交通安全対策特別交付金 
分 担 金 及 び 負 担 金  
使 用 料 及 び 手 数 料  
国 庫 支 出 金  
県 支 出 金  
財 産 収 入  
寄 附 金  
繰 入 金  
繰 越 金  
諸 収 入  
市 債  

歳入合計 
【歳　出】 

予算額 区　　分 増減額 増減率 
△ 3.2 
△ 3.9 
△ 1.5 
△ 24.9 
△ 3.6 
31.3 

△ 14.4 
△ 4.3 
△ 11.0 
0.3 
0.0 
3.4 
50.0 
△ 1.1

△ 6,727 
△ 125,721 
△ 78,350 
△ 455,030 
△ 551 
569,997 
△ 21,822 
△ 85,165 
△ 158,895 

8,247 
0 

114,017 
10,000 

△ 230,000

200,900 
3,057,735 
5,295,450 
1,369,147 
14,867 

2,388,798 
129,203 
1,901,944 
1,285,485 
2,485,997 

0 
3,510,474 
30,000 

21,670,000

議 会 費  
総 務 費  
民 生 費  
衛 生 費  
労 働 費  
農 林 水 産 業 費  
商 工 費  
土 木 費  
消 防 費  
教 育 費  
災 害 復 旧 費  
公 債 費  
予 備 費  

歳出合計 

予算額 区　　分 増減額 増減率 
△ 1.7 
△ 0.7 
2.7 
0.5 

△ 91.6 
皆増 
8.4 

△ 61.0 
△ 17.2

△ 91 
△ 4,577 
21,450 
27,229 

△ 3,244,903 
587,260 
263,696 
△ 8,964 

△ 2,358,900

5,234 
671,333 
828,661 
5,558,271 
296,261 
587,260 
3,409,145 
5,729 

11,361,894

土 地 取 得 特 別 会 計  
農業集落排水特別会計  
公共下水道事業特別会計 
国民健康保険特別会計  
老 人 保 健 特 別 会 計  
後期高齢者医療特別会計 
介 護 保 険 特 別 会 計  
宅地造成事業特別会計  
合 　 　 　 　 　 計  

公営企業会計予算 （単位：千円、％） 

予算額 区　　分 増減額 増減率 
0.713,1891,945,989国民健康保険病院事業  

広報つがる 2008.5月号 ２４ 



　
各
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
の
内

容
を
報
告
し
ま
す
。 

   

「
指
定
排
水
設
備
工
事
業
者
」 

の
資
格
要
件
に
つ
い
て 

　
　
指
定
排
水
設
備
工
事
業
者
の

資
格
要
件
を
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
１
人
以
上
、
配
管
工
２
人

以
上
な
ど
条
例
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
家
族
経
営
や
小
さ
い
業
者
は

経
営
で
き
な
く
な
る
と
考
え
る
が

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、

又
、
市
内
で
指
定
を
受
け
て
い
る

業
者
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か 

 

　
　
こ
の
条
例
は
、
今
ま
で
の
規

則
を
条
例
化
し
た
も
の
で
、
特
に

要
件
を
厳
し
く
し
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
又
、
指
定
排
水
設
備

工
事
業
者
の
指
定
を
受
け
て
い
る

業
者
は
６９
社
で
、
う
ち
２３
社
が
市

内
に
あ
る
業
者
と
な
っ
て
い
る
。 

   

「
成
人
病
セ
ン
タ
ー
」
病
床
数
を 

1
0
4
床
か
ら
９２
床
へ
削
減 

　
　
充
足
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め

病
床
数
を
削
減
す
る
の
か
、
又
、

病
床
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
適

正
な
病
院
運
営
が
で
き
る
の
か 

 

　
　
今
回
の
病
床
の
削
減
は
、
医

師
の
労
働
を
軽
減
す
る
と
い
う
目

的
と
病
床
数
を
削
減
す
る
こ
と
に

よ
り
、
医
師
の
充
足
率
、
病
床
利

用
率
を
引
き
上
げ
、
健
全
な
病
院

経
営
を
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の

で
す
。
又
、
医
師
不
足
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
常
勤
医
師
は

６
名
、
非
常
勤
医
師
は
１１
名
い
ま

す
が
、
従
来
の
患
者
数
で
い
く
と
、

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
課
せ
ら
れ
る
が
、

病
床
を
削
減
す
る
こ
と
に
よ
り
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
に
な
ら
な
い
状
況
に

な
る
。 
    

積
極
的
な
企
業
誘
致
を 

　
　
管
内
に
お
け
る
誘
致
企
業
の

事
業
所
数
と
雇
用
人
数
に
つ
て 

 

　
　
市
内
で
創
業
し
て
い
る
企
業

は
現
在
１７
社
あ
り
ま
す
。
又
、
雇

用
人
数
に
つ
い
て
は
、
男
子
が
１

９
１
名
、
女
子
が
５
０
１
名
の
合

わ
せ
て
６
９
２
名
の
方
が
雇
用
さ

れ
て
い
る
。 

   

徹
底
し
た
行
政
改
革
と 

効
率
的
な
財
政
運
営
を 

 

　
　
行
政
連
絡
員
は
大
変
な
仕
事
、

役
目
だ
と
思
う
が
、
昨
年
と
比
べ

報
酬
が
減
額
に
な
っ
て
い
る
が
そ

の
内
容
と
行
政
連
絡
員
の
人
数
に

つ
い
て 

 

　
　
現
在
、
広
報
紙
な
ど
毎
週
木

曜
日
に
行
政
連
絡
員
の
方
に
お
願

い
し
て
配
布
し
て
い
ま
し
た
が
、

２０
年
度
か
ら
広
報
紙
、
そ
の
他
の

チ
ラ
シ
の
配
布
を
月
４
回
か
ら
月

２
回
に
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
行

政
連
絡
員
の
負
担
の
緩
和
を
図
り
、

同
時
に
経
費
を
削
減
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
戸
数
割
７
０
０
円
を
５

０
０
円
に
減
額
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
減
額
に
よ
り
行
政
連
絡
員
に

対
す
る
年
額
報
酬
は
昨
年
と
比
べ

約
２
５
０
万
円
少
な
く
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
又
、
行
政
連
絡
員

は
、
現
在
１
５
５
名
お
り
ま
す
。 

 

常
任
委
員
会
の
審
査 

建
設
常
任
委
員
会 

教
育
民
生
常
任
委
員
会 

経
済
常
任
委
員
会 

総
務
常
任
委
員
会 

問 

問 

問 

問 

答 

答 

答 

答 
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う 

 【
次
回
定
例
会
予
定
】 

　
　
　
　
　
　
　
６
月 

議案第２号 
議案第３号 
議案第４号 
議案第５号 
議案第６号 
議案第７号 

議案第８号 
 

議案第９号 
議案第10号 
議案第11号 
議案第12号 
議案第13号 
議案第14号 
議案第15号 
議案第16号 
議案第17号 
議案第18号 
議案第19号 
議案第20号 
議案第21号 
議案第22号 
議案第23号 
議案第24号 
議案第25号 
議案第26号 
議案第27号 
議案第28号 
議案第29号 
議案第30号 
議案第31号 
議案第32号 
議案第33号 
議案第34号 
議案第35号 
議案第36号 
議案第37号 
議案第38号 
議案第39号 
議案第40号 
議案第41号 
議案第42号 
議案第43号 
議案第44号 
議案第45号 
議案第46号 
議案第47号 
議案第48号 

原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 

原案可決 
 

原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
同意 
同意 

市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正 
市職員の育児休業等に関する条例の一部改正 
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 
特別会計条例の一部改正 
農業集落排水事業債償還基金条例の一部改正 
公共下水道事業債償還基金条例を廃止する条例 
合併前の木造町、森田村、柏村及び稲垣村の奨学資金等の 
貸付に関する条例の経過措置に関する基金条例の一部改正 
市立学校設置条例の一部改正 
公民館条例の一部改正 
運動施設条例の一部改正 
国民健康保険条例の一部改正 
国民健康保険直営病院事業の設置等に関する条例の一部改正 
介護保険条例の一部を改正する条例 
農業集落排水処理施設条例の一部改正 
公共下水道条例の一部改正 
表彰条例の一部改正 
職員の給与の特例に関する条例の一部改正 
企業誘致条例の一部改正 
附属機関設置条例の制定 
職員の自己啓発等休業に関する条例の制定 
市長等の給与の特例に関する条例の制定 
市民特別検診事業基金条例の制定 
高齢者等肉用牛導入事業基金条例の制定 
後期高齢者医療に関する条例の制定 
子育て支援センター条例の制定 
平成19年度一般会計補正予算（第7号） 
平成19年度土地取得特別会計補正予算（第1号） 
平成19年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第5号） 
平成19年度公共下水道事業特別会計補正予算（第５号） 
平成19年度国民健康保険特別会計補正予算（第5号） 
平成19年度老人保健特別会計補正予算（第４号） 
平成19年度介護保険特別会計補正予算（第５号） 
平成19年度国民健康保険病院事業会計補正予算（第2号） 
平成20年度一般会計予算 
平成20年度土地取得特別会計予算 
平成20年度農業集落排水事業特別会計予算 
平成20年度公共下水道事業特別会計予算 
平成20年度国民健康保険特別会計予算 
平成20年度老人保健特別会計予算 
平成20年度後期高齢者医療特別会計予算 
平成20年度介護保険特別会計予算 
平成20年度宅地造成事業特別会計予算 
平成20年度国民健康保健病院事業会計予算 
公の施設に係る指定管理者の指定について木造中央公民館 
公の施設に係る指定管理者の指定について木造体育センター 
固定資産評価審査委員会委員の選任について 
教育委員会委員の任命について 

議案番号 議決結果 件　　　名 
提出された議案と審議結果 （市長提出議案） 

発議第２号 原案可決 国による基幹的な農業水利施設等の着実な整備に関する意見書 
議案番号 議決結果 件　　　名 

（議員提出議案） 

２５ 広報つがる 2008.5月号 
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2

3

4

目　　的 参加者の健康増進や友好・親善に努めるとともに、活気ある地域づくりに貢献するため開催する。 
日　　時 6月29日（日）　午前9時スタート 

申込締切 5月30日（金）必着 
申込方法 申込書（稲垣体育館・教育委員会・つがる地球村・各支所にあります）に必要事項を記入し、参加料 

を添えて申し込みしてください。 

注意事項 ・事故についての当日の傷害保険及び応急処置を除く一切の責任を負いません。 
・貴重品等は各自の責任において保管してください。盗難、紛失についての責任は負いません。 
・競技中は役員及び係員の指示に従うこと。 
・豚汁を用意しますので、おにぎりをご持参ください。 

会　　場 つがる地球村お祭り広場前（スタート及びゴール） 

受　　付 7：30～8：30（つがる地球村お祭り広場）　開会式　8：30～ 

表　　彰 ・各種目1位から6位まで賞状及び副賞を授与します（ファミリーの部は除く） 
・完走者には完走賞、一般参加者には参加賞を授与します 
・ファミリーの部には記念品を授与します（但し、順位は決めない） 

距離区分 9：00／ 
9：10／ 
9：30／ 
10：00／ 
10：03／ 
10：10／ 

…………………10km 
…5km 

…………………………5km 
………………………3km 

……………3km 
…………1．5km

高校男子・一般男子 
50歳未満男子・高校女子・一般女子 
50歳以上男子 
中学生男子・女子 
小学4年生以上男子・女子 
小学3年生以下ファミリー 
※閉会式　競技終了後に行います 

参 加 料  ・小学生（4～6年生）、中学生、高校生 1人      500円（保険料） 
・ファミリー………………………………1家族　500円（保険料） 
・一　　般………………………………1人  2，000円（参加賞・保険料） 

発行／つがる市役所総務部総務課　〒038-3192　青森県つがる市木造若緑61番地1　TEL.0173-42-2111　http://www.city.tsugaru.aomori.jp
印刷／アート印刷 つがる支店 
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　親善大使としてバルダッチ・メーン州知事を表敬訪問 
　ナシの木の記念植樹　　中学生に書道を教える文化交流 
　ウーロイッチ小学校での折り紙交流 

1

2

4

3

第4回つがる地球村一周マラソン大会 第4回つがる地球村一周マラソン大会 第4回つがる地球村一周マラソン大会 

米国バス市訪問団 ー友好の架け橋として 　役割を果たすー 

【申し込み・問い合わせ先】 稲垣体育館（TEL46－2854　FAX　46－2769） つがる市教育委員会　生涯学習課（TEL49－1200　FAX49－1212） 

※申込書はつがる市ホームページからもダウンロードできます。 
　http://www.city.tsugaru.aomori.jp




